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文　　　教
　鹿児島市に誇りを持ち，これからの時代に必要な生きる力を養い，心身ともにたく
ましく，学び続ける人材を社会全体で育成するという本市教育の基本目標のもと，豊
かな人間性や社会性，思いやりの心を育み，個性と能力を伸ばす教育の推進，運動・
スポーツに親しむ機会，生涯学習環境の充実等の施策に取り組んでいる。

１　第二次鹿児島市教育振興基本計画
　（「目指すべき姿」と「施策」の関連図）

 

「目指すべき教育の姿」と「施策」の関連図 

 
①道徳教育の充実 
 
②人権教育の充実 
 
③いじめ防止対策
をはじめとする
生徒指導の充実 

 
④青少年教育と体
験活動の充実 
 
⑤青少年を育む環
境づくりの推進 

 
①幼児教育の充実 
 
②学習指導の充実 
 
③特別支援教育の充実 
 
④教育の情報化の推進 
 
⑤キャリア教育の充実 
 
⑥郷土教育の充実 
 
⑦国際理解教育の充実 
 
⑧環境教育の推進 
 
⑨消費者教育の充実 
 
⑩主権者教育の充実 
 
⑪市立高等学校の振興 
 
⑫へき地・複式教育の
充実 

 
①学校体育の充実 
 
②健康教育・食育
の充実 

 
③安全教育の充実 
 
④防災教育の充実 

 
①学校運営の充実 
 
②教育課程の改善・
充実 

 
③教職員の資質向上 
 
④教育施設の整備・
充実 

 
⑤教育費の負担軽減 
 
⑥学校の規模適正化・
適正配置 

 
⑦私立学校等との連携 

 
①家庭教育の充実 
 
②生涯学習活動の 
 充実 
 
③学習成果の活用 
 
④生涯学習推進体 
制の充実 
 
⑤生涯学習機能の 
 充実 
 
⑥学習情報の提供、
相談機能の充実 

 
①文化芸術に触れ
親しむ機会の充
実と活動の促進 

 
②文化施設の活用
及び文化芸術情
報の発信 

 
③文化財の保存の
充実と積極的な
活用 

 
 【か】  鹿児島市に誇りを持ち、 
   【ご】  これからの時代に必要な生きる力を養い、
     【し】  心身ともにたくましく、 
       【ま】  学び続ける人材を社会全体で育成します。 

 子どもたちが夢と希望を持って、限りない可能性に挑戦できるよう、学校・
家庭・地域・事業者などが連携・協働しながら、情操や道徳心といった豊かな心
をはじめ、確かな学力、健やかな体の３つのバランスのとれた「生きる力」を育
む教育を進めます。 

  誰もが、生涯にわたって学び続けることができるほか、文化芸術や歴史に親
しむことのできる環境づくりに取り組みます

【本市教育施策の方向性】 

  

 目指すべき教育の姿  

 鹿児島市の教育の取組における基本的な考え方  

 心を育む教育 

 と青少年教育 

 の推進 

 

(1)) 
 個性と能力を 

 伸ばす教育の 

 推進 

(2) 

 体育・健康 

 ・安全の充実 

 

(3) 

 地域とともに 

 ある学校づく 

 りと教育環境 

 の充実 

(4) 

 家庭や地域の 

 教育力の向上 

 と生涯学習環 

 境の充実 

(5) 

 文化芸術の振 

 興と歴史・文 

 化資源の保存 

 と活用 

(6) 
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２　学校の現況
敢　市立学校
　①　総　　括� （令和５．５．１現在）

　②　幼稚園� （令和５．５．１現在）

　③　小学校� （令和５．５．１現在）

学校別
区　別

幼稚園 小学校 中学校 高等学校
４園 79校 39校 ３校

学級数 9 1，476 578 59 
園児・児童・生徒数 99 32，279 16，299 1，845

教員数 16 1，970 1，143 160 

職員数

事務職員 − 98 47 12 
学校栄養職員 − − − −
学校用務員 − 31（2） 17（3） 3 
調理員 − 78（11） 18（2） −

保有教室数 普通 11 1，463 578 59 
特別 − 715 585 94

建物面積
（延）

一般校舎（㎡） 1，289 337，238 207，829 31，121
屋内運動場（㎡） − 68，534 40，481 6，349
屋内運動場数 − 78 38 3 

校地面積（㎡） 6，169 1，364，583 932，461 128，045
　　（注）１　幼稚園の教員数は非常勤の園長及び講師を含む。
　　　　　２　職員数（事務職員，学校栄養職員，学校用務員，調理員）は，会計年度任用職員を除く。
　　　　　３　職員数欄（　）内の数字は，短時間再任用職員の数で外数
　　　　　４　一般校舎の面積は，鉄筋換算後の数値
　　　　　５　高免小学校は平成５．４．１から休校

園　名 園児数 学級数 教員数 職員数 教室数 建物面積
（延） 校地面積

宮 川 18人 １　 ３人 −人 １　 104㎡ 561㎡
皆 与 志 ５　 １　 ２　 −　 ２　 90　 386　
桜 峰 ６　 ２　 ３　 −　 ３　 426　 1，747　
松 元 70　 ５　 ８　 −　 ５　 669　 3，475　
計 ４ 園 99　 ９　 16　 －　 11　 1，289　 6，169　

校　名 学級数 児童数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
吉 田 8 67 12 1 8 7 3，678 894 21，642
本 名 10 192 14 1 9 8 2，691 899 11，394

宮 8 92 12 1 8 5 2，004 581 9，156
本 城 3 13 5 1 4 7 1，401 659 9，924
牟 礼 岡 8 93 12 1 8 9 3，795 716 15，056
南 方 7 48 10 1 7 6 1，831 677 12，151
花 尾 3 19 6 1 3 8 1，977 664 12，711
郡 山 16 267 21 1 14 11 4，401 850 24，639
川 上 26 628 35 1 26 11 5，352 841 18，498
吉 野 42 1，141 54 3 37 11 5，530 868 19，039
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校　名 学級数 児童数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
吉 野 東 50 1，209 62 8 46 8 6，086 862 26，287
大 明 丘 18 406 22 2 20 7 4，175 919 16，133
坂 元 18 304 23 2 18 9 5，181 911 20，764
坂 元 台 18 418 24 1 18 10 4，567 719 22，840
清 水 22 490 30 1（2） 22 12 5，235 845 13，479
大 龍 17 322 21 4（2） 16 10 5，184 780 14，340
名 山 14 347 23 2 15 13 3，141 719 15，194
山 下 20 434 32 5 21 8 4，612 863 13，521
松 原 11 221 16 2 13 10 4，070 863 14，783
城 南 14 239 20 1 14 8 4，192 941 12，801
草 牟 田 21 478 28 1 19 9 5，312 1，215 19，031
原 良 35 813 48 5（1） 35 16 6，936 863 19，685
明 和 17 378 22 5 17 15 6，239 855 23，258
武 岡 13 278 17 2 13 11 5，791 852 19，861
武 岡 台 11 241 16 1 11 11 5，019 863 49，212
西 田 22 583 29 2 22 11 5，555 845 17，704

武 24 600 32 2 24 6 4，287 1，215 23，421
田 上 25 518 35 6 24 10 6，152 1，215 13，891
西 陵 29 709 37 5 29 10 5，360 865 17，813
広 木 32 720 38 2 32 9 5，406 1，215 23，532
中 洲 16 383 21 5 17 8 3，930 845 13，974
荒 田 17 414 22 2 17 8 3，885 845 11，358
八 幡 25 591 34 6 32 10 5，711 845 18，467
中 郡 15 377 22 2 16 9 4，379 863 12，811
紫 原 28 600 36 6 28 9 5，320 863 18，159
西 紫 原 35 855 46 2 34 13 5，774 1，100 20，425
鴨 池 24 495 31 5 26 12 5，637 863 24，524

南 17 372 22 4 17 9 5，112 1，215 15，888
宇 宿 26 561 32 5 26 6 4，577 1，077 14，398
向 陽 26 646 33 1 21 9 4，316 860 16，512
伊 敷 18 393 24 4（2） 18 11 4，783 1，048 16，517
花 野 13 245 17 2 13 12 5，326 845 20，383
西 伊 敷 19 371 25 1 19 8 6，105 812 27，108
伊 敷 台 21 457 27 2 21 13 5，502 863 17，534
玉 江 33 786 44 4（2） 33 11 6，571 863 22，643
小 山 田 7 55 11 1 7 8 2，846 707 11，984
犬 迫 7 71 10 2 8 6 1，994 530 8，608
皆 与 志 5 30 8 1 5 6 1，748 650 9，046
東 桜 島 6 39 9 − 6 5 1，571 650 9，205
高 免 − − − − − − 430 − 2，119
黒 神 1 1 2 1 2 5 950 650 9，946
桜 洲 7 63 11 1 8 8 2，449 894 13，912
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　④　中学校� （令和５．５．１現在）

校　名 学級数 児童数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
桜 峰 4 25 7 1 4 6 2，490 894 13，714
松 元 20 423 26 3 23 7 4，385 1，207 10，993
東 昌 7 50 10 2 7 6 1，697 680 12，709
春 山 23 526 29 1 23 7 4，446 740 18，433
石 谷 20 520 27 1 17 7 3，102 917 16，544
谷 山 40 902 56 7 40 12 7，783 1，046 22，877
西 谷 山 36 944 46 8 28 11 5，143 780 19，112
東 谷 山 35 850 45 3 37 10 6，238 1，215 25，547
清 和 44 1，036 56 2 45 9 6，216 870 19，162
和 田 32 767 40 5（2） 32 9 5，379 1，215 13，768
錦 江 台 30 684 38 7 31 9 5，381 862 26，682
福 平 48 1，147 60 7 37 9 5，440 1，215 17，938
平 川 7 90 11 1 7 6 1，724 601 7，087
錫 山 3 14 5 2 3 2 1，061 894 7，413
中 山 60 1，476 78 8 60 13 9，337 1，786 20，202
桜 丘 西 19 392 24 4（2） 19 12 5，013 1，215 17，671
桜 丘 東 17 408 22 2 17 14 4，948 780 19，241
星 峯 西 24 547 32 2 24 13 5，390 780 18，801
星 峯 東 13 253 18 3 16 15 6，005 863 19，348
宮 川 13 307 20 2 13 12 4，925 845 18，202
皇 徳 寺 17 382 22 1 17 13 5，721 863 23，026
瀬 々 串 8 89 12 1 8 5 2，087 613 24，018
中 名 8 90 12 1 8 6 1，916 613 13，704
喜 入 11 239 15 1 11 10 2，679 1，099 27，331
前 之 浜 5 26 8 2 5 7 1，739 650 14，666
生 見 3 17 6 1 3 7 1，695 649 18，089
一 倉 1 2 2 1 1 6 1，222 680 11，024
計 7 9 校 1，476 32，279 1，970 207（13） 1，463 715 337，238 68，534 1，364，583

校　名 学級数 生徒数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
吉 田 北 5 35 11 1（2） 5 9 1，831 711 11，733
吉 田 南 9 197 21 1 9 15 4，121 1，095 31，132
郡 山 10 190 20 1 8 14 3，703 1，386 25，556
緑 丘 13 375 25 1 15 17 6，425 1，476 25，416
吉 野 29 923 55 3 30 16 7，698 l，222 48，658
吉 野 東 19 534 37 2 17 10 4，264 1，016 34，128
坂 元 14 410 27 5 14 17 6，251 1，016 21，780
清 水 12 331 23 2 13 16 5，544 980 18，142
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　⑤　高等学校� （令和５．５．１現在）

校　名 学級数 生徒数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
長 田 10 256 23 2 9 14 4，347 1，010 22，004
甲 東 9 241 19 2 9 17 5，463 980 17，293
城 西 22 720 44 3 22 20 7，954 1，101 24，522
明 和 8 191 18 2 8 18 5，760 1，138 31，033
武 岡 11 287 23 1 11 16 6，895 1，030 34，527

武 15 490 29 2 15 19 6，167 981 28，679
西 陵 12 374 24 2 12 17 5，673 1，015 19，879
甲 南 14 372 26 2 13 16 5，377 981 15，701
天 保 山 14 398 29 1 14 16 5，212 1，138 16，985
鴨 池 18 460 35 1 18 15 6，210 1，010 30，447

南 14 410 28 1 14 15 6，185 1，030 16，978
紫 原 26 710 51 2 26 16 6，179 1，476 17，896
西 紫 原 18 615 35 3（2） 18 15 5，647 1，476 22，165
伊 敷 23 692 46 3 23 16 7，035 1，030 25，069
伊 敷 台 17 505 33 2 17 20 6，420 1，030 23，029
河 頭 5 78 13 2 5 14 3，826 830 17，453
東 桜 島 3 13 10 3 5 7 1，857 830 15，343
黒 神 1 2 4 2 1 6 1，175 450 4，731
桜 島 5 44 13 1 5 14 4，036 1，286 25，847
松 元 24 737 42 1 27 11 6，113 1，138 24，236
谷 山 34 1，002 62 2 31 16 7，203 1，010 30，755
東 谷 山 29 822 54 6（1） 29 19 6，961 1，016 48，931
和 田 24 759 48 6 22 19 6，898 1，476 28，190
福 平 18 508 34 6 19 13 4，865 981 19，213
錫 山 3 14 6 3 6 797 5，119
谷 山 北 25 653 44 1 24 14 5，527 981 24，015
皇 徳 寺 14 421 29 2 15 19 6，822 1，030 26，765
星 峯 17 481 33 2 17 18 6，527 930 22，540
桜 丘 15 433 29 1 15 17 6，065 1，016 28，734
喜 入 10 264 21 1 11 15 4，714 1，195 32，432
鹿児島玉龍 9 352 19 1 9 13 4，082 984 15，405
計39校 578 16，299 1，143 82（5） 578 585 207，829 40，481 932，461

校　名 学級数 生徒数 教員数 職員数
保有教室数 建物面積（延）

校地面積
普通 特別 一般校舎 屋内運動場

人 人 人 ㎡ ㎡ ㎡
鹿児島玉龍 18 699 49 5 18 29 7，419 2，453 28，802

鹿児島商業 18 425 56 5 18 31 11，633 2，071 66，903

鹿児島女子 23 721 62 5 23 34 12，069 1，825 32，340

計 ３ 校 59 1，845 167 15 59 94 31，121 6，349 128，045
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柑　市立学校以外の学校（幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学）
　①－１　幼稚園（国立大学法人，私立）� （令和５．５．１現在）

　①－２　幼稚園型認定こども園（私立）

　①－３　幼保連携型認定こども園（私立）園児数は１号及び２号認定利用者

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

国立 鹿 児 島 大 学 附 属 54 5
私立 １ カトリック・カリタス 74 9
〃 ２ 川 上 179 15
〃 ３ 鹿 児 島 213 13
〃 ４ 鴨 池 し ら う め 118 12
〃 ５ 鹿児島女子短大附属かもめ 187 18
〃 ６ 鹿児島女子短大附属すみれ 164 16
〃 ７ 鹿児島女子短大附属なでしこ 139 16
〃 ８ 敬 愛 51 7
〃 ９ 研 明 舎 15 3
〃 10 さ つ き 141 10

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

私立 11 さ み ど り 208 15
〃 12 集 成 44 11
〃 13 昭 和 195 20
〃 14 武 41 8
〃 15 田 上 171 15
〃 16 太 陽 の 子 154 18
〃 17 唐 湊 109 14
〃 18 ひ ば り 49 8
〃 19 星 ヶ 峯 174 17

私　立　小　計 2，480 250

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

私立 １ ア ソ カ 64 6
〃 ２ い に し き 97 15
〃 ３ 宇 宿 102 10
〃 ４ 大 谷 121 13
〃 ５ 喜 入 78 15
〃 ６ 共 研 82 10
〃 ７ 共 立 91 12

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

私立 ８ 恵 光 東 俣 90 7
〃 ９ 聖 母 141 15
〃 10 た に や ま 143 15
〃 11 和 光 188 15
〃 12 鹿 児 島 三 育 42 9
〃 13 カ ト リ ッ ク 吉 野 66 8

合　　　　　計 1，305 150

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

私立 １ あ け ぼ の 98 24
〃 ２ 伊 敷 164 29
〃 ３ ヴ ェ リ タ ス 114 18
〃 ４ う ち の 145 22
〃 ５ 鹿 児 島 お お と り 117 14
〃 ６ 鹿 児 島 さ く ら 101 14
〃 ７ 鴨 池 153 15
〃 ８ 可 愛 231 39
〃 ９ こ ば と・ ゆ な の 木 146 23
〃 10 さ か も と 127 19
〃 11 桜 ケ 丘 中 央 246 23
〃 12 清 谿 145 18
〃 13 千 年 102 20
〃 14 草 牟 田 101 13
〃 15 武 岡 95 19
〃 16 谷 山 善 き 牧 者 198 26
〃 17 玉 里 善 き 牧 者 134 23
〃 18 辻 ヶ 丘 180 27
〃 19 は な ぶ さ 273 31
〃 20 み の り 124 14
〃 21 紫 原 188 33
〃 22 め ぐ み 68 16
〃 23 や は た 113 23
〃 24 吉 田 南 106 17
〃 25 よ し だ ル ン ビ ニ ー 86 14

国私
立別 園　　　　　名 園児数

（人）
本　務
教員数
（人）

私立 26 若 葉 172 25
〃 27 コ ス モ ス 113 24
〃 28 御 所 61 12
〃 29 し ら ゆ き 105 21
〃 30 西 谷 山 115 33
〃 31 ひ か り や ま 81 12
〃 32 つ ば き 220 19
〃 33 ひ ま わ り 129 9
〃 34 聖 徳 82 26
〃 35 わくわく鹿児島中央 95 14
〃 36 た ち ば な 113 21
〃 37 松 青 165 46
〃 38 錦 ヶ 丘 155 26
〃 39 み の り こ ど も 65 14
〃 40 い ち ご 127 33
〃 41 お ひ さ ま 114 26
〃 42 錦 城 186 30
〃 43 光 愛 168 51
〃 44 こ ま つ ば ら 340 37
〃 45 桜 ヶ 丘 108 30
〃 46 ち は な 84 19
〃 47 武 岡 み ら い え 48 15
〃 48 す み れ 98 21
〃 49 錦 ヶ 丘 プ ラ ス + 106 33

合　　　　　計 6，605 1，131

　　（注）１　授　業　料（全日制課程）　　　　　年額　118，800円
　　　　　２　入学検定料（　　〃　　）１人につき　　　　2，200円
　　　　　３　入　学　料（　　〃　　）　　　　　　　　　5，500円
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　②　小学校（国立大学法人，私立）� （令和５．５．１現在）

　③　中学校（国立大学法人，私立）� （令和５．５．１現在）

　④　高等学校（県立，私立）� （令和５．５．１現在）

　⑤　大　　学（国立大学法人，県立，私立）� （令和５．５．１現在）

国私立別 校　　　名 児童数（人） 国私立別 校　　　名 児童数（人）
国立 鹿 児 島 大 学 附 属 763 私立 鹿 児 島 三 育 34

〃 池 田 学 園 池 田 297

国私立別 校　　　名 生徒数（人） 国私立別 校　　　名 生徒数（人）
国立 鹿 児 島 大 学 附 属 538 私立 ラ ・ サ ー ル 526
私立 鹿 児 島 純 心 女 子 121 〃 鹿 児 島 修 学 館 256
〃 志 學 館 中 等 部 238
〃 池 田 学 園 池 田 139

県私立別 校　　　名 生徒数（人） 県私立別 校　　　名 生徒数（人）
県立 鶴 丸 946 私立 鹿 児 島 実 業（ 全 ） 1，512
〃 甲 南 948 〃 樟 南 1，316
〃 鹿 児 島 中 央 944 〃 鹿 児 島 1，736
〃 錦 江 湾 511 〃 鹿 児 島 純 心 女 子 279
〃 武 岡 台 937 〃 鹿 児 島 情 報 1，421
〃 明 桜 館 519 〃 ラ ・ サ ー ル 644
〃 松 陽 871 〃 志 學 館 高 等 部 261
〃 鹿 児 島 東 110 〃 池 田 学 園 池 田 167
〃 鹿 児 島 工 業 1，019 〃 鹿 児 島 修 学 館 123
〃 鹿 児 島 南 934

〃 開 　 　 　 陽（ 全 ）
（ 定 ）

295
98

国　県
私立別 大　　学　　名 所　　在　　地 総学生数

（人） 学部別学生数（人）

国立 鹿 児 島 大 学 本部
郡元一丁目21−24 8，574

法文　1，793� 歯　　319
教育　　848� 工　1，922
理　　　809� 農　　893
医　　1，191� 水産　610

共同獣医　189

県立 鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 下伊敷一丁目52−1 583
文学科　　　　　127
生活科学科　　　119
商経学科　　　　170
第二商経学科　　167

私立

鹿 児 島 国 際 大 学 坂之上八丁目34−1
下伊敷一丁目52−17 2，918

経済学部　　　1，346
国際文化学部　　588
福祉社会学部　　903
看護学部　　　　 81

志 學 館 大 学 紫原一丁目59−1 1，435 人間関係学部　843　法学部　592
鹿 児 島 純 心 女 子 短 期 大 学 唐湊四丁目22−1 305
鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 高麗町6−9 647
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　⑥　大学院・専攻科（国立大学法人，私立）� （令和５．５．１現在）

　⑦　特別支援学校（国立大学法人，県立）� （令和５．５．１現在）

　⑧　通信制（県立，私立）� （令和５．５．１現在）

国私立別 コ　ー　ス 所　在　地 学生数（人）

国 立 大 学 法 人
鹿 児 島 大 学
大 学 院

人 文 社 会 科 学 研究科 郡元一丁目21−30 74
教 育 学 〃 郡元一丁目20−６ 44
保 健 学 〃 桜ヶ丘八丁目35−１ 80
医 歯 学 総 合 〃 　　　〃 330
理 工 学 〃 郡元一丁目21−40 629
農 林 水 産 学 〃 　　　〃 245
臨 床 心 理 学

（ 専 門 職 大 学 院 ） 〃 　　　〃 30

共 同 獣 医 学 〃 郡元一丁目21−24 38
連 合 農 学 〃 　　　〃 100

私 立
鹿 児 島 国 際
大 学 大 学 院

経 済 学 〃 坂之上八丁目34−１ 25
福 祉 社 会 学 〃 　　　〃 16
国 際 文 化 〃 　　　〃 24

私立志學館大学大学院 心 理 臨 床 学 〃 紫原一丁目59−１ 30

国県
立別 校　　　名 所　在　地

児童・
生徒数
（人）

学級数 教員数
（人）

県立

鹿 児 島 盲 学 校 （ 小・ 中・ 高・ 専 ） 西谷山一丁目３−３ 25 16 44
鹿 児 島 聾 学 校 （幼・小・中・高・専） 下伊敷一丁目52−27 37 15 47
鹿 児 島 特 別 支 援 学 校 （ 小・ 中・ 高 ） 吉野一丁目42−１ 357 83 170
鹿 児 島 南 特 別 支 援 学 校 （ 小・ 中・ 高 ） 西谷山二丁目５−3 343 75 170
武 岡 台 特 別 支 援 学 校 （ 小・ 中・ 高 ） 小野町2760 286 61 129
皆 与 志 特 別 支 援 学 校 （ 小 ・ 中 ） 皆与志町1782−１ ８ ４ 14
鹿児島高等特別支援学校 （ 高 ） 東坂元三丁目28−１ 90 12 34

国立 鹿大教育学部附属特別支援学校 （ 小・ 中・ 高 ） 下伊敷一丁目10−１ 59 ９ 26

校　　　名 所　在　地 生徒数（人）
県　立 開 陽 西谷山一丁目２−１ 1，883
私　立 鹿 児 島 実 業 五ヶ別府町3591−３ 28
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３　学校教育
敢　特別支援教育
　①　特別支援学級

　本市においては，知的障害，自閉症・情緒障害，肢体不自由，病弱・身体虚弱，
難聴，弱視で障害の程度が比較的軽度な者に対し，障害に応じた指導をするため
の特別支援学級を設置している。

　　特別支援学級の設置状況� （令和５．５．１現在）

　②　通級指導教室

　本市においては，言語障害，難聴，自閉症・情緒障害，ＬＤ・ＡＤＨＤ等の障
害があり，通常の学級に在籍している者に対し，週に数時間程度，障害に応じた
指導をするために，通級指導教室を設置している。� （令和５．５．１現在）

　③　就学指導等推進事業（令和５年度予算　8，493千円）
　　　特別支援教育の推進を図るために，以下のことを行う。
　　ア　特別支援教育に関する教職員の資質の向上
　　イ　特別支援学校児童生徒との交流及び共同学習の実施
　　ウ　障害のある幼児児童生徒の就学教育相談の実施
　　エ　鹿児島市特別支援教育審議会の開催
　　オ　車椅子用階段昇降機の配置と整備
　④　特別支援教育体制推進事業（令和５年度予算　294，734千円）

　幼稚園，小・中・高等学校の特別支援教育体制を整備するために以下のことを
行う。

　　ア　特別支援教育支援員の配置（小・中学校）
　　イ　特別支援教育コーディネーター研修会の実施

区分
学　　校　　数 学　　級　　数 児童生徒数（人）

知的
障害

自閉症・
情緒障害

病・
虚弱

肢体
不自由 難聴 弱視 知的

障害
自閉症・
情緒障害

病・
虚弱

肢体
不自由 難聴 弱視 知的

障害
自閉症・
情緒障害

病・
虚弱

肢体
不自由 難聴 弱視

小学校 70 71 15 15 6 1 140 214 15 15 6 1 804 1，234 20 19 8 1

中学校 36 35 3 3 3 0 51 66 3 3 3 0 283 349 3 3 4 0

総　計 106 106 18 18 9 1 191 280 18 18 9 1 1，087 1，583 23 22 12 1

区　分
学校数 教室数 児童生徒数

学　　校　　名
小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

言語障害 ４ ０ ８ ０ 144 0 名山小，原良小，中郡小，谷山小

自閉症・情緒障害 11 １ 14 １ 233 5
吉野小，山下小，谷山小，城南小，
武岡台小，紫原小，南小，原良小，
八幡小，宮川小，石谷小，皇徳寺中

ＬＤ，ＡＤＨＤ等 ３ １ ５ １ 82 11 川上小，山下小，中山小，甲南中
総　計 ※15 ２ 27 ２ 459 16 ※複数設置校あり
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　　ウ　特別支援連携協議会の開催
　　エ　相談支援ファイル「夢　すこやか　ファイル」の活用
　　オ　特別支援学校教員による巡回相談の実施
　⑤　特別支援教育保護者支援事業（令和５年度予算　1，502千円）

　障害のある幼児児童生徒の保護者の子育てに関する不安や悩みを軽減できるよ
うにするために以下のことを行う。

　　ア　教職員等を対象としたペアレントトレーニングインストラクター研修の実施
　　イ　保護者を対象としたペアレントトレーニング研修の実施
　⑥　小・中学校特別支援学級施設設備整備事業（令和５年度予算　30，313千円）

　小・中学校の特別支援学級等の施設設備を整備，充実するために以下のことを
行う。
ア　小・中学校特別支援学級等の建築補修，給排水設備補修，電気整備補修，ガ

ス他設備補修等の実施
　　イ　小・中学校特別支援学級等のカーペットクリーニング等の実施

柑　教育の情報化の推進
　学校におけるＩＣＴ環境の整備や適切な維持管理を行いながら，児童生徒の情報活
用能力の育成，発達段階に応じた情報モラル教育の充実，教員のＩＣＴ活用指導力の
向上を図ることで，教育の情報化（情報教育，教科指導におけるＩＣＴ活用，校務の
情報化）を推進する。
　①　学校ICT推進センター管理運営・機材整備事業（令和５年度予算　12，308千円）
　　・教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るための講座の開設

・学校教育における教育の情報化等に関する課題解決に資するための基礎的・実
践的・先導的調査研究

　　・各種研修講座や教材提供に必要な機材・教材の整備等
　②　教育の情報化推進事業（令和５年度予算　93，434千円）
　　・情報教育及び教科指導におけるＩＣＴ活用の推進
　　・学習に必要な情報収集を円滑に行うためのネットワークの維持管理

・学校におけるＩＣＴ活用推進及び教員のＩＣＴ活用指導力向上のためのＩＣＴ
支援員の学校への派遣

　③　ＩＣＴ環境整備事業（令和５年度予算　858，119千円）
　　・学校におけるＩＣＴ環境の整備・維持管理
　　・小中学校におけるＩＣＴを活用した学習ドリルの導入
　④　デジタル教材整備事業（令和５年度予算　814千円）
　　　ICT を活用した AI 人材の育成や情報活用能力向上を支援するための教育環境
　　づくりを行う。
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桓　個性あふれる学校づくり推進事業（令和５年度予算　14，427千円）
　総合的な学習の時間等において体験活動やキャリア教育を充実させ，特色ある教育
活動を展開することにより，児童生徒に生きる力を育む。

棺　消費者教育推進事業（令和５年度予算　144千円）
　健全な消費生活の実現を推進し，生徒の消費者被害を未然に防止するため，全市立
中・高等学校において講演会や出前授業を実施する。

款　生徒指導・教育相談
　①　生徒指導の充実事業（令和５年度予算　2，982千円）

　各学校がいじめや不登校，生徒指導上の諸問題等に適切に対応し，心に届く生
徒指導を充実させるため，研修会等を通した教職員の資質向上，児童生徒・保護
者への啓発を図る。

　②　教育相談の充実事業（令和５年度予算　58，136千円）
　教育相談室相談員やスクールカウンセラー等が，不登校をはじめ様々な教育上
の悩みのある児童生徒，保護者，教職員に対して，面談や電話等による相談活動
を実施し，青少年の健全な発達を支援する。

　③　フレンドシップ支援事業（令和５年度予算　56，484千円）
　長田中，南中，谷山中，城西中，勤労青少年ホーム内にフレンドシップ（適応
指導教室）を設置し，適応指導相談員や学習支援員，臨床心理相談員を配置して
不登校や緊急避難等の児童生徒や保護者等へ学校復帰のための相談や学習支援・
心のケア等，ICT 機器の活用を含めたより専門的な視点での支援を行う。

　④　いじめ問題等調査委員会（令和５年度予算　4，734千円）
　いじめの防止等のための対策を実効的に行うとともに，児童生徒のいじめその
他の問題行動による重大な事故に係る事実関係の調査を行うことにより，いじめ
問題等に対する取組を推進する。

　⑤　スクールソーシャルワーカー活用事業（令和５年度予算　20，796千円）
　スクールソーシャルワーカーが，様々な課題を抱えた児童生徒に対し，当該児
童生徒の置かれた環境へ働き掛けたり，関係機関等とのネットワークを活用した
りするなど，多様な支援方法を用いて，課題解決への対応を図る。

　⑥　スクールロイヤー活用事業（令和５年度予算　2，046千円）
　学校教育の充実に向け，法的観点から学校へ助言等を行うスクールロイヤーを
導入し，いじめ問題等を除く諸問題に対して適切な対応を図る。

　⑦　いじめ問題等に係るスクールロイヤー活用事業（令和５年度予算　2，700千円）
　法的観点から学校又は市教委へ助言等を行うスクールロイヤーを導入し，いじ
め問題等に対して迅速かつ適切な対応を図る。
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　⑧　学校運営協議会設置事業（令和５年度予算　10，625千円）
　小・中学校120校に学校運営協議会を設置し，学校と地域の情報共有を図り，
質の高い学校教育の実現を目指す。

歓　教育費の負担軽減
　①　就学援助

　経済的な理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して，学用
品費，学校給食費及び修学旅行費などの援助を行うことにより，義務教育の円滑
な実施を目的とする。

　　　令和４年度新入学学用品費（入学前支給児童数）996人
　②　特別支援教育就学奨励費

　特別支援学級等に就学又は通級指導教室に通学する児童生徒の保護者に対して
学用品費，給食費及び修学旅行費などの援助を行うことにより，保護者の経済的
負担を軽減し，本市の特別支援教育の振興に資することを目的とする。

　③　遠距離通学費補助事業（令和５年度予算　小学校460千円・中学校3，746千円）
　遠距離を理由に，校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する児
童生徒の保護者の経済的な負担の軽減を図るため，交通費の補助を行う。

　　（対象者）
　本市立小・中学校（鹿児島市全域を通学区域とする学校に通学する者は除く。）
に校区内から通学し，片道の通学距離が児童にあっては４㎞以上，生徒にあって
は６㎞以上で，通常の通学方法として公共交通機関等を利用して通学する児童生
徒の保護者
　ただし，他の法令等により通学費の援助の対象となる児童生徒の保護者は，対
象とならない。

　　（対象経費）
　　　補助金の対象経費は，通学に利用した公共交通機関等の利用に要した経費
　　（補助金の額）

　補助金の額は，各学期の初日から起算して１月ごとに算定し，１月当たりの補
助金の額は，有効期間を１月とする通学定期券の額に相当する額を限度として，
保護者が負担する額とする。
※「公共交通機関等」とは，路線バス，軌道，鉄道のほか，ＰＴＡ等がバス事業

者等に委託して運行する通学用バス等をいう。

区分
全児童
生徒数

（令和４．５．１現在）

令和４年度就学援助等扶助対象児童生徒
教育扶助 準要保護扶助 計

人員（人） 扶助率（％） 人員（人） 扶助率（％） 人員（人） 扶助率（％）
小学校 33，419 434 1．3 7，044 21．1 7，478 22．4
中学校 16，685 304 1．8 3，535 21．2 3，839 23．0

計 50，104 738 1．5 10，579 21．1 11，317 22．6
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　　　令和４年度遠距離通学費補助事業実績

　④　安心安全通学費補助事業（令和５年度予算　小学校712千円・中学校3，432千円）
　交通安全を理由に，校区内の小・中学校に公共交通機関等を利用して通学する
児童生徒の保護者の経済的な負担の軽減を図るため，交通費の補助を行う。平成
21年度から実施

　　（対象者）
　次のア及びイに該当する児童生徒の保護者。ただし，他の法令等により通学費
の援助の対象となる児童生徒の保護者は対象とならない。

ア　本市立小・中学校（鹿児島市全域を通学区域とする学校に通学する者は除
く。）に校区内から通学し，片道の通学距離が児童にあっては４㎞未満，生
徒にあっては６㎞未満で，通常の通学方法として公共交通機関等を利用して
通学する者

イ　児童生徒が通学する際に，通常の通学路に歩道整備が不十分な箇所が連続
してあり，通学時間帯の交通量が多いために徒歩又は自転車により通学する
ことが困難であると学校長及び教育委員会が認める者

　　（対象経費）
　　　補助金の対象経費は，通学に利用した公共交通機関等の利用に要した経費
　　（補助金の額）

　補助金の額は，各学期の初日から起算した１月ごとに算定し，１月当たりの補
助金額は，有効期間を１月とする通学定期券の額に相当する額の２分の１の額を
限度として，保護者が負担する額とする。

　　（補助率）
　　　２分の１

※「公共交通機関等」とは，路線バス，軌道，鉄道のほか，ＰＴ A 等がバス事
業者等に委託して運行する通学用バス等をいう。

　　　令和４年度安心安全通学費補助事業実績
対　象　者　（人） 補　助　金　額　（円）

小 学 校 82 604，166

中 学 校 223 3，732，295

合　　　　計 305 4，336，461

対　象　者　（人） 補　助　金　額　（円）

小 学 校 26 344，613

中 学 校 82 3，539，088

合　　　　計 108 3，883，701
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　⑤　通級指導教室保護者交通費助成事業

（令和５年度予算　小学校540千円・中学校59千円）
　通級指導教室に通級する児童生徒に付き添う保護者の交通費等の一部を助成す
ることにより，特別支援教育の振興に寄与することを目的として平成19年度か
ら実施。保護者が，公共交通機関を利用して児童生徒の通級に付き添う場合と，
自家用車を利用して通級指導教室へ児童生徒を送迎する場合を助成の対象とす
る。令和４年度の助成対象者数の実績は，小学校217人，中学校８人，計225人
である。

　
　⑥　奨学資金

　本市奨学資金制度は，昭和25年度に開始され向学心にもえ能力が十分あるに
もかかわらず，経済的理由により修学困難な者に対して貸与し，有用な人材を育
成することを目的にしている。昭和31年度から積立金制度となり，更に，昭和
39年度貸付基金制度に改め，今日（基金300，000千円）に至っているが，令和
４年度までに実人員5，167人，延べ9，827人に貸与している。年間貸与限度額は，
50，000千円である。

　ア　奨学金
　　奨学金の貸与は，高等学校等の生徒を対象とする。
　　貸与月額　国公立　　　18，000円
　　　　　　　私　立　　　30，000円
　　貸与者数（令和４年度）　　35人
　　貸与期間　高等学校等の正規の修業期間

返還方法　高等学校等卒業の翌月から６月据置き，貸与総額に応じて定められた
年間返還額を，年賦，半年賦，月賦により返還する。

　イ　入学一時金
　　入学一時金の貸与は，高等学校等の入学を許可された者の保護者を対象とする。
　　貸 与 額　国公立　　　40，000円
　　　　　　　私　立　　100，000円

返還方法　高等学校等入学年度の10月から，卒業する月までの間に，半年賦，
月賦等により返還する。

　奨学資金貸与・返還状況（累計）� （単位：円）

（� ）昭和25．4．１奨学金制度実施
昭和39．4．１基金制度に改め

年　　　度 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４
貸 与 額 11，240，000 13，508，000 11，972，000 12，240，000 11，430，000
返 還 額 26，291，630 25，095，720 26，009，995 26，505，484 28，349，885
年度末現金残 73，201，374 84，789，094 98，827，089 113，092，573 130，012，458
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汗　高校進学状況

漢　卒業者の進路状況
令和４年３月卒業者�

（注）１　（　）内の数字再掲，進学率には専修学校等進学者及び就職進学者を含む。
　　　２　市の人数は，市立校の人数。
　　　３　進学率以外の単位は，（人）。

年　別

学校別

令　和　４　年 令　和　５　年

学級数 入学者数
（人）

市立中卒
入学者数
（人）

学級数 入学者数
（人）

市立中卒
入学者数
（人）

市　
　
　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　
　
　

校

県　
　
　
　
　

立

鶴 丸 8 320 184 8 320 187
甲 南 8 321 248 8 321 247
鹿 児 島 中 央 8 320 257 8 320 273
鹿 児 島 工 業 9 360 251 9 312 233
鹿 児 島 東 2 37 35 2 46 44
鹿 児 島 南 8 320 288 8 320 271
錦 江 湾 6 176 174 6 164 145
明 桜 館 5 168 137 5 184 147
松 陽 8 290 231 8 314 243
武 岡 台 8 320 311 8 320 305
開 陽 − 110 88 − 103 82
小　　　　　計 70 2，742 2，204 70 2，724 2，177

市
　
　
立

鹿 児 島 玉 龍 6 240 222 6 241 229
鹿 児 島 商 業 6 151 101 6 141 108
鹿 児 島 女 子 8 239 193 8 266 200
小　　　　　計 20 630 516 20 648 537

私
　
　
　
　
　
立

鹿 児 島 実 業 15 507 326 16 524 339
鹿 児 島 17 550 497 17 561 415
樟 南 14 426 369 13 436 292
鹿 児 島 純 心 女 子 5 100 40 5 83 31
鹿 児 島 情 報 17 603 254 13 485 322
ラ ・ サ ー ル 5 217 8 5 215 11
志 學 館 3 93 4 3 85 4
池 田 3 66 10 3 57 10
鹿 児 島 修 学 館 1 31 12 2 46 9
小　　　　　計 80 2，593 1，520 77 2492 1，433

定
時
制

開 陽 − 27 25 − 31 21
小　　　　　計 0 27 25 0 31 21

合　　　　　計 170 5，992 4，265 167 5，895 4，168

区 分 卒 業 者 進 学 者 就 職 者 進学者，専修学校等のうち 
就 職 し て い る 者（ 再 掲 ） 専 修 学 校 等 そ の 他 進 学 率

（％）

中
学
校

全　国 1，078，207 1，065，505 1，627 207 3，909 7，166 99．2％
県 15，002 14，871 38 2 20 73 99．3％
市 5，399 5，356 2 1 8 33 99．4％

高
等
学
校

全　国 990，230 588，919 146，736 （270） 208，682 45，893 80．5％
県 13，764 6，405 3，204 （4） 3，744 411 73．7％
市 741 347 170 0 219 5 76．4％
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４　保健体育
敢　児童生徒の体格（平均値）�

柑　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業（令和５年度予算　4，342千円）
　警察 OB や防犯活動の専門家等をスクールガード・リーダーとして委嘱・配置し，
学校の安全確保のための巡回指導や通学路の安全点検，学校やスクールガードへの指
導を行い，地域ぐるみの学校安全体制の確立に努める。
桓　学校防災教育推進事業（令和５年度予算　751千円）
　災害発生時における児童生徒の安全を確保するため，防災に関する専門的な研修会
を開催し，教職員の資質の向上を図るとともに，発達の段階に応じて防災ノートを活
用した防災教育を行う。

５　学校給食
　本市における学校給食は，昭和22年４月，田上小学校ほか５校で実施されたのが
始まりである。その後，自校方式の形で普及し，昭和37年には全小学校が完全給食

※全国・県平均は令和３年度による
（令和４年度　身長：㎝，体重：㎏）

性
別
項
目

校種 小　　　　　学　　　　　校 中　　学　　校 高　等　学　校

年齢 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

男　
　
　
　
　
　
　
　

子

身　

長

全国 116．7 122．6 128．3 133．8 139．3 145．9 153．6 160．6 165．7 168．6 169．8 170．8

県 116．0 121．8 128．2 133．3 138．8 144．6 153．6 160．1 164．9 167．8 168．9 170．4

市 116．2 122．2 127．8 133．2 138．9 145．6 152．7 160．2 165．4 168．3 170．3 170．6

体　

重

全国 21．7 24．5 27．7 31．3 35．1 39．6 45．2 50．0 54．7 59．0 60．5 62．4

県 21．3 24．2 27．9 31．4 34．8 38．8 45．3 50．1 54．7 58．4 59．7 62．2

市 21．6 24．4 27．7 31．6 35．1 39．6 44．3 50．3 54．5 60．9 62．4 62．7

性
別
項
目

校種 小　　　　　学　　　　　校 中　　学　　校 高　等　学　校

年齢 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

女　
　
　
　
　
　
　
　

子

身　

長

全国 115．8 121．8 127．6 134．1 140．9 147．3 152．1 155．0 156．5 157．3 157．7 158．0

県 115．2 121．5 126．9 133．9 140．0 146．5 151．4 154．3 156．3 156．6 156．8 158．0

市 115．4 121．6 127．1 133．6 140．8 147．0 151．8 154．8 156．5 157．1 158．1 157．7

体　

重

全国 21．2 23．9 27．0 30．6 35．0 39．8 44．4 47．6 50．0 51．3 52．3 52．5

県 20．7 24．3 26．6 30．2 34．2 40．3 44．2 46．8 51．0 50．9 52．5 53．0

市 21．2 23．9 26．8 30．5 34．9 39．7 44．1 47．8 49．8 51．3 51．8 52．2
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を実施するに至った。
　また，中学校においては，昭和39年，長田中学校が他校に先がけて完全給食を実施，
昭和42年に市立学校給食センターが設立され，それまで未実施の中学校10校も完全
給食を実施するに至った。
　現在は，自校方式校61校，学校給食センター方式校55校，いずれもその長所を生
かしながら，児童生徒の健康の増進，望ましい人間関係の育成や食習慣の形成など教
育上大きな成果をあげている。
敢　学校給食実施状況� （令和５．５．１現在）

柑　学校給食費（１食あたり平均）

桓　学校給食センターの概要（令和５年度予算総額　749，647千円）
　（中央学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和42年５月１日
　②　所　在　地　　〒890−0067　真砂本町58番36号
　③　敷 地 面 積　　5，778．1㎡
　④　建物延面積　　2，995．5㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄筋コンクリート造，一部２階建
　（吉田学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和60年４月１日
　②　所　在　地　　〒891−1303　本城町1588番地１
　③　敷 地 面 積　　1，937．0㎡
　④　建物延面積　　555．2㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄骨造
　（郡山学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和48年11月１日
　②　所　在　地　　〒891−1105　郡山町2091番地１
　③　敷 地 面 積　　1，035．4㎡
　④　建物延面積　　574．8㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄骨造

区　分

学校種

自校方式校 センター方式校 計
実施学校数 児童生徒数 実施学校数 児童生徒数 実施学校数 児童生徒数

小　　学　　校 47校 22，690人 31校 9，589人 78校 32，279人
中　　学　　校 14　 5，669　 24　 10，278　 38　 15，947　
合　　　　　計 61　 28，359　 55　 19，867　 116　 48，226　

区　　　　　分
令和４年度 令和５年度

自校方式校（平均） センター方式校（平均） 自校方式校（平均） センター方式校（平均）
小　　学　　校 259円29銭 253円02銭 273円86銭 268円37銭
中　　学　　校 298円53銭 298円02銭 318円49銭 313円74銭

─ 353 ─

文　
　

教
（
５
学
校
給
食
）



　（松元学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和44年11月１日
　②　所　在　地　　〒899−2703　上谷口町866番地４
　③　敷 地 面 積　　1，101．0㎡
　④　建物延面積　　533．52㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄骨造，一部鉄骨コンクリート造，２階建
　（谷山学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和62年４月23日
　②　所　在　地　　〒891−0104　山田町2034番地５
　③　敷 地 面 積　　2，431．0㎡
　④　建物延面積　　1，237．45㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄筋コンクリート造，一部２階建
　（喜入学校給食センター）
　①　開　　　設　　昭和46年４月１日
　②　所　在　地　　〒891−0203　喜入町7495番地１
　③　敷 地 面 積　　2，612．4㎡
　④　建物延面積　　956．6㎡
　⑤　建 物 構 造　　鉄骨造
棺　学校給食センター整備事業（令和５年度予算　12，000千円）
　飽和化・狭あい化した学校給食センター等の現状を改善するため，松元地域を中心
とした新学校給食センター整備に向け，基本計画を策定する。

６　学校施設
敢　学校校舎の構造別形態
　①　幼稚園（４園）　　　　　　（令和５．５．１現在）

　②　小学校（79校）� （令和５．５．１現在）

種　別構造別 園　　　舎
面積（㎡） 構造比（％）

木 造 197 15．38
鉄筋コンクリート造 863 67．37
鉄 骨 造 そ の 他 221 17．25

計 1，281 100．00

種　別
構造別

一　般　校　舎 屋内運動場 合　　　計
面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％）

木 造 1，228 0．36 ０ 0．00 1，228 0．30
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 330，744 98．07 67，283 98．17 398，027 98．09
鉄 骨 造 そ の 他 5，266 1．56 1，251 1．83 6，517 1．61

計 337，238 100．00 68，534 100．00 405，772 100．00
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　③　中学校（39校）� （令和５．５．１現在）

　④　高等学校（３校）� （令和５．５．１現在）

　　（注）一般校舎の面積は鉄筋換算後の数値。

柑　学校空調設備整備事業
　　（令和５年度予算　50，625千円　令和４年度からの繰越金　438，633千円）
　桜島の降灰時に良好な教育環境を確保するため，老朽が著しく，機能が低下した特
別教室等の空調設備の整備・更新を行う。

　（実施設計）小学校３校
　　　　　　　中学校１校
　　　　　　　高等学校１校
　（工事）　　小学校８校（明和小，西陵小，中洲小，紫原小
　　　　　　　　　　　　　西伊敷小，清和小，星峯東小，皇徳寺小）
　　　　　　　中学校３校（東谷山中，福平中，鹿児島玉龍中）
　　　　　　　高等学校２校（鹿児島商業高，鹿児島玉龍高）

桓　太陽光発電装置整備事業（令和５年度予算　38，252千円）
　二酸化炭素などの温室効果ガスの更なる排出削減策や，環境負荷の低減策として，
「鹿児島市再生可能エネルギー活用計画」に基づき太陽光発電システムを設置する。
　　中学校１校（鴨池中）

棺　学校施設緑化推進事業（令和５年度予算　5，243千円）
　校庭の芝生や緑陰空間等の維持・管理を行い，児童生徒の豊かな心の育成や体力の
向上及び学校周辺への砂塵の飛散防止，ヒートアイランド化の抑制等を図る。

種　別
構造別

一　般　校　舎 屋内運動場 合　　　計
面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％）

木 造 529 0．25 0 0．00 529 0．21
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 205，070 98．67 40，052 98．94 245，122 98．72
鉄 骨 造 そ の 他 2，230 1．07 429 1．06 2，659 1．07

計 207，829 100．00 40，481 100．00 248，310 100．00

種　別
構造別

一　般　校　舎 屋内運動場 合　　　計
面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％） 面積（㎡） 構造比（％）

木 造 304 0．98 0 0．00 304 0．81
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 30，448 97．84 6，349 100．00 36，797 98．20
鉄 骨 造 そ の 他 369 1．19 0 0．00 369 0．98

計 31，121 100．00 6，349 100．00 37，470 100．00
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款　学校プール
　学校プール整備事業（令和５年度予算　159，933千円）
　　学校プールの改築等を行い，教育環境の整備充実を図る。
　　　改築　工事　小学校１校（吉野小）
　　　改修　塗装　小学校２校（大明丘小，大龍小）
　　　　　　　　　中学校１校（谷山北中）

　学校プールの概要（令和４年度末）
　　コンクリートプール
　　　小学校31校　中学校17校　高等学校１校　計49校
　　アルミ製プール
　　　小学校２校　中学校３校　計５校
　　ステンレス製プール
　　　小学校43校　中学校16校　高等学校２校　計61校
　　　※鹿児島玉龍高校と鹿児島玉龍中学校はプールを共用

　夏休みのプール開放（令和５年度予算　1，716千円）
　夏季休業中に，学校水泳プールを開放することにより児童が安全に安心して活動
する場を提供し，併せて児童の泳力向上及び健康づくりを推進する。

　　開放の期間　　各学校の実態に応じて開放の計画を策定（原則，午前中２時間）
　　運　　　営　　開放を希望する学校に，監視員を２〜４人程度を配置する。
　　令和４年度実施校　　小学校２校

歓　学校の規模適正化・適正配置
　①　よりよい教育環境づくり推進事業（令和５年度予算　240千円）

　学校規模適正化・適正配置に関する基本方針（平成30年３月策定）に基づき，
子どもたちのよりよい教育環境づくりを推進する。

　②　桜島地域学校規模適正化推進事業（令和５年度予算　135，596千円）
　桜島地域の小・中学校を１校に統合し，義務教育を配置するため，新校舎を建設
する。（令和８年度開校予定）
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７　社会教育
敢　社会教育関係各種委員会等� （令和５．４．１現在）

柑　各種協議会　　（令和５．４．１現在）

桓　関係機関・団体� （令和５．３. 31現在）

棺　学級と講座
　①　学　　級� （令和５．３. 31現在）

　②　講　　座（14公民館）� （令和５．４．１現在）

名　　　　　　　　称 人　員 名　　　　　　　　称 人　員
社会教育委員の会議 20 勤労女性センター運営委員会 15
地域公民館運営審議会

（公民館毎に設置） 96 少年自然の家運営協議会 16

文化財審議会 14
勤労青少年ホーム運営委員会 15

名　　　　　　　　称 人　員
青少年問題協議会 20
青少年育成センター運営協議会 15

名　　　　　　　　称 人　員 名　　　　　　　　称 人　員
ＰＴＡ連合会� （144単位） 62，680 地域婦人会連絡協議会（７単位団） 148
少年団体� （1，028単位団） 48，433

学　級　名 学級数 人　数 学　　　習　　　内　　　容
女 性 学 級 50 1，343 教育・政治・経済・時事等の一般教養講座や料理手芸等の専門

的教養講座，体育レクリエーション等の生涯学習に関する内容成 人 学 級 62 1，561

家 庭 教 育 学 級 115 10，890 家庭教育に関する認識を高め，子どもがいる親としての資質の
向上を図る内容

父 親 セ ミ ナ ー 27 455 家庭及び地域社会における父親の役割を高め健全な中学生の育
成を図る内容

区　分 領　　域 講座数 時間数 定員数 主な講座名
青 少 年 体 験 活 動 等 65 432 1，096 ワクワク科学実験

親 子
自然体験・スポーツ・実験等 22 109 491 親子ジャグリング体験教室
創作・料理・絵画等 39 136 809 魚さばきにチャレンジ
読 書・ そ の 他 20 84 427 親子で学ぶ手話

家庭教育
乳幼児期の親の学習 18 151 316 わくわく子育て講座
そ の 他 15 103 303 スマホ・ケータイ安全教室

成 人

一 般 教 養 66 763 1，012 スマホカメラで写真入門
芸 術 文 化 43 507 643 色えんぴつイラスト
生 活 技 術 40 444 613 スッキリ収納整理術
ボランティア育成 4 59 85 読み聞かせボランティア入門 & 体験
消 費 生 活 21 62 604 知って防ごう！消費者トラブル
そ の 他 43 477 751 ビューティコア体操
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款　コミュニティづくり推進
　コミュニティづくり推進の趣旨に基づき，県コミュニティづくり推進協議会と連携
して，各地域コミュニティ協議会等を通じて市民全体のコミュニティづくりの推進に
あたる。
　事　　業　　コミュニティづくりの推進（生活学校，生活会議等）

　日常の暮らしの中の問題，防災，食品ロス，ゴミ問題，マイバック運
動，環境汚染，高齢化社会，青少年の健全育成等を取り上げ，関係者と
対話の場を持ち，生活者，消費者としての意識を高めるとともに，学習
や話し合い，実践から得たものを運動として地域に広め，生活環境をよ
くしていく。

歓　あいご会活動の推進
　目　　的　　全市民が自主的に協力して，子どもを心身ともに健全に育てる。

組　　織　　この運動の目的を達成するため，市あいご会連合会，校区あいご会連
絡協議会（小学校区），単位あいご会（町内会単位），班と全市的にあい
ご会組織ができている。

　　　　　　令和５年３月末現在，単位あいご会の数　619
事　　業　　あいご会コーディネーターを小学校・中学校と校区に配置し，あいご

会及び子ども会の育成組織に関しての指導・助言を行っている。また，
あいご会，子ども会の充実を図るために子ども会・あいご会役員・イン
リーダー，ジュニアリーダーを対象とした研修会を開催し，指導者の資
質の向上に努めている。
　あいご会連合会に対しては，広報啓発活動，研究公開，子ども会等の
実施に係る助成を行っている。（助成額は，年間2，700千円）

　　　　　　あいご新聞　　年１回発行　　会員に配布
　　　　　　あ い ご 誌　　年１回発行　　小・中学校，単位あいご会，町内会，公
	 民館等に配布
　　　　　　研 究 公 開　　２小学校区等

区　分 領　　域 講座数 時間数 定員数 主な講座名

高 齢 者
教養・知識・技術（パソコン等） 61 790 953 一歩先行くパソコン活用術
趣 味・ 音 楽 等 20 258 390 ガーデニング入門
健 康 づ く り 27 308 589 気軽にはじめるニュースポーツ

学習成果活用 市民はつらつ得意技 23 188 339 楽しい手作りマジック（手品）入門
小 計 527 4，871 9，421

移動講座 企業内生涯学習セミナー 14
地域生活文化講座 14

小 計 28
合 計 555 4，871 9，421
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汗　心豊かで元気あふれる「さつまっ子」育成市民会議（令和５年度予算　809千円）
目　　的　　次代の鹿児島市を担う子どもたちを関係機関・団体等が一体となって，

市民総ぐるみで育成するため，心豊かで元気あふれる「さつまっ子」育
成市民会議を設置する。

　事業概要
　①　市民会議の開催（年３回）
　②　企画運営委員会の開催（年３回）
　③　心豊かで元気あふれる「さつまっ子」を育てる市民運動
　④　心のとびらを開く家庭づくり講座
　⑤　さつまっ子育成市民大会
　⑥　事業実施状況のまとめ（評価）及び次年度への課題検討
　⑦　関係機関・団体が実施する活動などとの連携
漢　はたちの集い（令和５年度予算　3，497千円）

目　　的　　二十歳を迎えた青年が，社会を担う一員としての責任と自覚を新たに
もつとともに主体的に自分の将来やふるさと鹿児島市の発展を考える機
会とする。

　期日場所　　令和６年１月６日（土）川商ホール（市民文化ホール）
　内　　容　　式典，実行委員企画等

対 象 者　　前年の４月２日から当年の４月１日までの間に満20歳に達する者で
鹿児島市内に居住している者，又は帰省している者

澗　青少年団体リーダー研修
　青少年団体リーダーを鶴岡市と大垣市へ交互に派遣し，現地青年との交流，諸施設
の見学，及び郷土の先人の偉業の見聞等を行う。
潅　地域リーダー養成研修
　地域リーダーとして活躍できる人材を育成するための研修を行う。
環　新・郷中教育推進事業（放課後子ども教室推進事業）

（令和５年度予算　48，655千円）
　子どもたちが放課後等を安全・安心に過ごし，多様な体験・活動を行うことができ
るよう，地域住民等の参画を得て，学習や体験・交流活動等に取り組む。
　活動内容　　学習活動（宿題，予習，復習等の自主学習，調べ学習，読書等）

スポーツ・レクリエーション活動（縄跳び，ドッジボール，昔の遊び等）
交流活動（地域の方々とのふれあい，創作活動等）

　　　　　　　文化活動（音楽鑑賞，史跡巡り等）
　開 設 校　　市内全ての小学校（78校）を対象に開設
甘　学校支援ボランティア事業（令和５年度予算　44，798千円）
　地域住民が学校支援活動に参加し，学校を地域ぐるみで支援することにより，学校
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教育の充実と地域の教育力向上を図るとともに，教職員が児童生徒と向き合う時間の
拡充を図る。
　活動内容　　登下校安全指導，学習支援，読み聞かせ，環境整備，学校との合同行事等
　設置状況　　36地域本部　117校
監　学校を活用した地域交流・にぎわい拠点推進事業（令和５年度予算　０千円）
　余裕教室を社会教育等に活用することにより，学校を更に地域における交流やにぎ
わいの拠点として推進していく。
看　次世代を切り拓く青少年育成事業（令和５年度予算　5，118千円）
　郷土に愛着と誇りを持ち，グローバルな視野で次世代を切り拓き社会をリードする
心身ともにたくましい人材を育成するという目的のもとに，「かごしま創志塾・ジュ
ニア創志塾」を実施する。
　
８　文化財の保護・活用
敢　郷土芸能保護事業（令和５年度予算　1，100千円）
　現在，保存されている郷土芸能が正しく伝承されるよう，郷土芸能の保存団体に対
し用具や衣裳の補修費等及び運営経費を一部助成する。
柑　文化財の保護管理（令和５年度予算　248，131千円）
　旧鹿児島紡績所技師館（異人館）・旧島津氏玉里邸庭園・喜入のリュウキュウコウガ
イ産地の管理，文化財説明板の設置，世界文化遺産の保全，埋蔵文化財の発掘調査など

９　各種文教施設
敢　教育総合センター
　所 在 地　　山下町６番１号
　敷地面積　　2，892㎡
　建築面積　　1，179．33㎡　　建築延面積　5，114．66㎡
　構　　造　　鉄筋コンクリート（一部鉄骨鉄筋コンクリート）造，地下１階，地上５階

施設内容　　教育委員会事務局，女性会館，青年会館，学校ＩＣＴ推進センター，
青少年育成センター

　工 事 費　　11億7，000万円
　竣　　工　　昭和61年12月25日
柑　美術館
　美術品の収集保存，展覧会の実施，教育普及活動の充実等美術館活動の積極的な推
進を図り，市民の美術に対する関心と理解を深め，開かれた美術館の運営に努める。

概　　要　　鹿児島市立美術館は，昭和29年に開館，多様化する美術活動に対応
するため，昭和58年に新美術館建設に着手，昭和60年10月に新装開
館した。
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　鹿児島は，日本における近代洋画の発展に貢献した黒田清輝，藤島武
二，和田英作など多くの作家を輩出している。当美術館は，こうした郷
土作家の作品及び西洋美術ではモネ，ルノアール，セザンヌ，マチス，
ピカソ，ダリ，カンディンスキー，ステラなどの油彩画やロダン，ブー
ルデル，マンズー，マリーニなどの彫刻等作品と資料を合わせて6，434
点を所蔵している。

　　所 在 地　　城山町４番36号
　　開館時間　　午前９時30分〜午後６時
　　休 館 日　　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　　12月29日〜１月１日
　　観 覧 料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（団体は20人以上）
　　建　　物　　地下１階地上３階　建築面積2，590．23㎡　延床面積5，469．49㎡
　　　　　　　　地下　主として教育普及部門と電気機械室
　　　　　　　　１階　一般展示室と管理，研究調査，搬出入部門
　　　　　　　　２階　常設展示室，企画展示室と収蔵部門
　　　　　　　　３階　機械部門
　　所 蔵 品　　日本画151点　油彩画430点　水彩・素描2，546点　版画878点
　　　　　　　　彫刻71点　工芸320点　書69点　空間造形１点　書籍27点
　　　　　　　　その他資料1，934点，合計6，434点
　　職　　員　　館長１人，副館長１人，主幹１人，係長１人，主査２人，
　　　　　　　　主任４人，学芸嘱託１人，学芸アドバイザー１人
　　　　　　　　計12人
　　主な事業　　季節の所蔵品展（年間を通して展示替え５回）
　　　　　　　　特別企画展（年２回）

夏フェス　タグチアートコレクション展（８／ 10 〜９／ 10）
　　　　　　　　　　ひろしま美術館コレクション　日本近代洋画の名作（10 ／６〜 11 ／ 12）
　　　　　　　　小企画展（年４回）
　　　　　　　　　　音を奏でる作品たち　他３回
　　　　　　　　美術講座等（年11回）
　　　　　　　　学芸講座（年９回）
　　　　　　　　その他教育普及事業（年３回）
　　　　　　　　ギャラリートーク（午後２時から不定期実施）

区分 一般 高大生 小中生
常設展（個人） 300円 200円 150円
常設展（団体） 240円 160円 120円
年間パスポート 600円 400円 300円
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桓　図書館
　鹿児島市図書館基本的運営方針に基づき，地域の知の拠点として市民の生涯にわた
る主体的な学習活動を支援する。
　所 在 地　　鴨池二丁目31番18号
　開館時間　　平日は，午前９時30分〜午後９時
　　　　　　　土・日・祝日は，午前９時30分〜午後６時
　休 館 日　　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌平日）年末年始　12月29日〜
　　　　　　　１月３日
　　　　　　　特別整理期間（年１回14日以内）
　図書貸出　　１人10冊まで２週間以内
　構　　造　　科学館との複合施設，鉄骨鉄筋コンクリート造６階建（１〜中４階部分）
　延床面積　　5，146㎡

主な施設　　一般開架室，児童室，郷土資料室，研修室，研究室，ＡＶリスニング
ルーム，ＡＶホール，赤ちゃんえほんのへや，点字図書・対面朗読室，
ボランティア室，ビジネス情報コーナー，平和都市宣言コーナー，Ｙ
Ａコーナー，譲渡本コーナー

　所蔵資料　　図書　約97万冊（一般約60万７千冊，児童約36万４千冊）
　　　　　　　　※移動図書館，公民館図書室を含む
　　　　　　　新聞　23紙　雑誌　257誌

視聴覚資料（ＣＤ4，958タイトル，ＬＤ2，298タイトル，
ＤＶＤ1，362タイトル）

　　　　　　　点字図書　513冊　録音図書（カセット1，867組，ＣＤ795組）
　職 員 数　　館長１人，副館長１人，主幹２人，主査４人，
　　　　　　　指導主事１人，主任２人，主事１人　計12人
　主な催し　　①　おはなしのじかん（毎週木曜日午後３時30分から）

②　図書館シネマ（毎月第２・第４日曜日午後２時から）
③　キッズタイム（主に毎週土曜日午後２時から）
④　あかちゃん・幼児のためのおはなし会（毎月第２・第４金曜日　

　午後２時から）
⑤　ビブリオバトル（年３回；中学生・高校生・小学生〜一般対象）
⑥　図書館講座（年４回），さつまっ子読書まつり（10月），図書館 

　フェスタ（８月）
企画展（年十数回）

〈子どもの読書活動支援事業〉

　①　ブックスタート事業
　②　読み聞かせ講師派遣事業・ブックトーク講師派遣事業
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〈移動図書館サービス〉

①　対　　象　　遠距離又は交通事情により図書館，地域公民館図書室を利用しに
くい地域で，原則として利用世帯が30以上の地域の団体

　②　蔵 書 数　　８万６千冊（一般書３万３千冊，児童書５万３千冊）
　③　巡　　回　　年間延べ320回（祝日，休館日を除く）
　④　利用団体　　55団体
　⑤　移動図書館車　「わかくさ号」「こすもす号」
　　　　　　　　　　（図書　各3，000冊積載）
〈図書館の広域利用〉

　連携中枢都市圏の形成に係る連携協約に基づく取組みで，日置市，いちき串木野市，
姶良市，鹿児島市の住民が４市の各市立図書館等で図書の貸出及び返却ができるよう
にする。
〈雑誌スポンサー制度〉

　民間企業等に雑誌を購入してもらうことにより，図書館の雑誌を充実させ，利用者
へのサービス向上を図る。
〈インターネット蔵書検索サービス〉

　ホームアドレス　パソコン　https://lib．kagoshima-city．jp/
　　　　　　　　　携 帯 版　https://lib．kagoshima-city．jp/m/
〈電子図書館サービス〉

①　対　　象　　鹿児島市に居住，または通勤，通学している方で，市立図書館利
用者カードをお持ちの方。

　②　タイトル数　　4，014点
　③　貸　　出　　１人２点まで２週間以内
棺　天文館図書館
　センテラス天文館に整備し，中心市街地のにぎわい創出につなげることも目的とし
ている。利用者層を意識した資料構成や市民活動を支援する取組など，天文館図書館
独自の特長をもつ。（令和４年４月９日開館）
　所 在 地　　千日町１番１号
　開館時間　　午前10時〜午後８時
　休 館 日　　なし（ただし，センテラス天文館の休館に伴う臨時休館あり）
　図書館貸出　　一人10冊まで２週間以内
　構　　造　　鉄骨造地下１階地上15階建のうち，４階及び５階の各一部
　延床面積　　2121．92㎡（専有部分）
　主な施設　　閲覧スペース，交流スペース，ギャラリー，その他
　所蔵資料　　図書約４万冊　新聞７紙，雑誌118誌
〈ギャラリー〉
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　文化芸術の発表の場として，絵画や写真，工芸品などの展示・販売ができる。
（使用料は5，000円／日，使用期間は７日間を基準単位とする。）
款　科学館（愛称「ビッグアイ」）
　自然界の法則や科学技術及び宇宙を分かりやすく紹介し，新鮮で感動的な出会いを
通して，科学に対する青少年の夢や創造性を育み，併せて科学知識の普及向上を図る。
　所 在 地　　鴨池二丁目31番18号
　開　　館　　平成２年12月17日
　開館時間　　午前９時30分〜午後６時
　休 館 日　　毎週火曜日（祝日の場合はその後の最初の平日）
　　　　　　　12月29日〜１月１日
　入 館 料

　構　　造　　図書館との複合施設，地上６階建，鉄骨鉄筋コンクリート造
　　　　　　　延床面積　5，981．34㎡
　　　　　　　（内　展示スペース　1，808㎡　　宇宙劇場客席　403㎡）
　施　　設　　１階　館長室，管理事務室等
　　　　　　　２階　エントランスゾーン
　　　　　　　　　　科学館入口，ロビー　　　　　　　　　　　　　展示物　４点
　　　　　　　３階　展示ゾーン（地球の科学）　　　　　　　　　　展示物　13点
　　　　　　　４階　展示ゾーン（宇宙の科学）　　　　　　　　　　展示物　23点
　　　　　　　　　　展示ゾーン（サイエンスラボ）　　　　　　　　展示物　34点
　　　　　　　　　　科学劇場，だれでも工房
　　　　　　　５階〜６階　宇宙劇場（客席286席，ドーム直径23ｍ）
　　　　　　　　　　　　　プラネタリウム，ドームシネマの上映
　主な事業　　青少年のための科学の祭典，特別企画展，サイエンスショー，星と音

楽の夕べ，出前教室，サイエンスワークショップ（実験，工作）
歓　生涯学習プラザ
　講座や施設利用を通して学習と交流の場と機会を提供するとともに，生涯学習に関
するさまざまな情報を提供するなど，市民の生涯にわたる学習活動の支援等を行うこ

区分
入館料 宇宙劇場観覧料

大人
（高校生以上）

小人
（小・中学生）

大人
（高校生以上）

小人
（小・中学生）

個人 400円 150円 500円 200円
団体 320円 120円 400円 160円 団体は20人以上

（年間パスポート）
区　分券種類 大人（高校生以上） 小人（小・中学生）

年間入館券 800円 300円
年間観覧券 1，000円 400円

年間セット券 1，800円 700円
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とにより，本市における生涯学習の総合的な推進を図る。
　所 在 地　　荒田一丁目４番１号
　開　　館　　平成13年１月25日
　開館時間　　午前９時30分〜午後９時30分（日曜日，祝日は午後６時まで）
　休 館 日　　・月曜日（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　・12月29日〜１月３日
　敷地面積　　5，286．79㎡
　延床面積　　8，503．02㎡
　構　　造　　本館　鉄骨鉄筋コンクリート造５階建
　駐 車 場　　鉄筋コンクリート造地下１階地上１階建（地下機械室）
　駐車台数　　91台

施設内容　　男女共同参画センターとの複合施設（男女共同参画センターについて
はＰ133・134参照）

　主な施設　　講堂（ホール，固定400席），各種研修室，情報体験コーナー
　　　　　　　託児室など

職 員 数　　所長（生涯学習課長併任）１人，主幹１人，係長１人，指導主事５人，
専門員１人，主査３人，主任１人，主事２人，社会教育指導員５人　
計20人

　事　　業　　①　講座・講演会等の開催
　　　　　　　②　情報の収集，処理及び提供
　　　　　　　③　相談及び助言
　　　　　　　④　調査及び研究
　　　　　　　⑤　指導者の養成
　　　　　　　⑥　団体等との連絡調整
　　　　　　　⑦　プラザの施設，設備及び備品の提供
汗　中央公民館
　中央公民館は，昭和２年に建設されて以来，今日までに集会や市民の生涯学習の
場として，また，文化祭や催し物等に広く利用されてきた。昭和47年度及び昭和63年
度に冷暖房，防音施設の整備，舞台及び各室の改造。平成15年度に耐震補強工事。平
成17年11月に国の登録有形文化財に登録。平成18年３月からライトアップ。エレベー
ター設置等の改修を行い，平成25年５月に会議室等を，同年８月にホールを供用開始。
　所 在 地　　山下町５番９号

開　　館　　昭和２年10月16日（市公会堂として落成，昭和24年６月市中央公
民館と改称，昭和48年４月１日地域公民館となる。）

職 員 数　　館長１人，主幹兼主任指導主事１人，主査１人，社会教育指導員３人
計６人
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　建物面積　　3，478．62㎡
　構　　造　　鉄筋コンクリート造，地下１階地上３階

ホール，中会議室３，小会議室２，和室，市民ルーム，調理室，事務
室・洋室５，陶芸室，陶芸窯２，ギャラリー，ロビー，授乳室

　ホール面積　　720．0㎡
　収容人員　　1，000人（定員686人）
　舞台機構　　照明設備，音響設備，吊物設備，ピアノ
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　①　公民館講座の開設

成人講座，少年講座，青年講座，高齢者講座，家庭教育講座，親
子講座，地域生活文化講座，市民はつらつ得意技講座，企業内生
涯学習セミナー

　　　　　　　②　自主学習グループの育成
　　　　　　　③　地域公民館単位の研究会・研修会等の実施
　　　　　　　④　地域総合文化祭
　　　　　　　⑤　社会教育施設や企業と連携した生涯学習推進事業
　　　　　　　⑥　幼稚園等と連携した家庭教育の推進
　　　　　　　⑦　市立病院並びに保健センターと連携した家庭教育の推進
　　　　　　　⑧　地域活動の推進（校区公民館活動，社会教育関係団体育成）
　　　　　　　⑨　公民館音楽祭
　　　　　　　⑩　家庭教育相談
　　　　　　　⑪　その他一般への利用貸出し
　表　　彰　　昭和63年度・平成28年度，優良公民館
漢　鴨池公民館
　所 在 地　　鴨池二丁目32番６号
　開　　館　　昭和48年４月１日（昭和62年11月１日移転新築）
　職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員３人　計６人
　建物面積　　1，754．05㎡（１階586．05㎡，２階486．00㎡，ホール兼体育館682㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建

会議室３，視聴覚室，和室，調理室，健康づくり学習室，幼児室，学
習室，事務室，ホール兼体育館，ロビー，授乳室，休憩スペース

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成４年度・令和３年度，優良公民館
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澗　城西公民館
　所 在 地　　草牟田一丁目21番８号
　開　　館　　昭和51年４月１日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員３人，図書室司書２
人　計８人

　建物面積　　2，095．55㎡（１階349．47㎡，２階362．09㎡，ホール兼体育館620．68㎡）
　　　　　　　別館688．73㎡，渡り廊下35．62㎡・シャワー室（更衣室）24．26㎡，
　　　　　　　駐輪場14．7㎡
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建（別館３階建）

会議室３，和室，視聴覚室，図書室，調理室，健康づくり学習室，ホー
ル兼体育館，ロビー，事務室，授乳室，シャワー室（更衣室）

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和54年度・平成17年度，優良公民館
潅　谷山市民会館
　所 在 地　　谷山中央三丁目383番地16
　開　　館　　昭和52年４月１日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員３人，図書室司書２
人　計８人

　建物面積　　2，227．28㎡（１階1，371．24㎡，２階736．04㎡，３階120．0㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建一部３階建

ホール，会議室４，和室，調理室，視聴覚室，応接室，事務室，図書
室，健康づくり学習室，ロビー，読み聞かせ室，授乳室，更衣室

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和56年度・平成26年度，優良公民館
環　吉野公民館
　所 在 地　　吉野４丁目４番３号
　開　　館　　昭和53年４月１日
　職 員 数　　館長１人，主査２人，社会教育指導員２人，図書室司書２人　計７人
　建物面積　　2，208．09㎡（１階505．33㎡，２階378．51㎡，ホール兼体育館907．11㎡
　　　　　　　郷土学習室120．74㎡，別館240㎡，渡り廊下56．40㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建

会議室３，視聴覚室，和室２，郷土学習室，調理室，図書室，事務室，
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健康づくり学習室，ホール兼体育館，ロビー，授乳室，更衣室
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和57年度・平成29年度，優良公民館
甘　伊敷公民館
　所 在 地　　伊敷五丁目７番40号
　開　　館　　昭和54年４月10日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員２人，図書室司書２
人　計７人

建物面積　　1，948．98㎡（１階535．21㎡，２階377．24㎡，ホール兼体育館763．77㎡，
別館240．0㎡，渡り廊下19．50㎡，焼成室13．26㎡）

　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建
研修室，和室，調理室，図書室，健康づくり学習室，幼児室，事務室，
ホール兼体育館，ロビー，焼成室，授乳室

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和58年度・令和２年度，優良公民館
監　武・田上公民館
　所 在 地　　西別府町3116番地127
　開　　館　　昭和55年５月30日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員２人，図書室司書２
人　計７人

建物面積　　1，933．71㎡（１階537．60㎡，２階377．48㎡，ホール兼体育館748．75㎡，
別館240㎡，渡り廊下29．88㎡）

　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建
会議室５，和室１，調理室，図書室，健康づくり学習室，幼児室，事
務室，ホール兼体育館，更衣室，ロビー，授乳室

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和59年度・平成27年度，優良公民館
看　東桜島公民館
　所 在 地　　東桜島町863番地１
　開　　館　　昭和56年12月28日
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　職 員 数　　主幹兼館長１人，社会教育指導員１人　計２人
　建物面積　　620㎡
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建（東桜島合同庁舎２階部分に併設）
　　　　　　　研修室，図書室，和室，事務室，ロビー，調理室
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成13年度，優良公民館
竿　吉田公民館
　所 在 地　　本城町1696番地
　開　　館　　昭和49年５月８日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任２人，社会教育指導員２人，図書室司書２
人　計８人

　建物面積　　968．30㎡（１階531．45㎡，２階418．80㎡，陶芸室18．05㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建
　　　　　　　研修室３，図書室，ホール，調理室，授乳室，事務室
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成21年度，優良公民館
管　桜島公民館
　所 在 地　　桜島横山町1722番地17
　開　　館　　昭和57年５月９日

職 員 数　　館長１人，専門員１人，主査１人，社会教育指導員１人，図書室司書
２人　計６人

　建物面積　　1，090．79㎡（１階554．00㎡，２階536．79㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建
　　　　　　　研修室２，図書室，和室，視聴覚室，調理室，事務室，授乳スペース
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成23年度，優良公民館
簡　喜入公民館
　所 在 地　　喜入町7000番地

開　　館　　昭和43年10月１日（喜入町民会館として落成，平成16年11月１日喜入
公民館と改称，平成23年10月24日喜入支所との複合施設として移転新

─ 369 ─

文　
　

教
（
９
各
種
文
教
施
設
）



築）（ホールは平成27年３月25日オープン）
　職 員 数　　館長１人，主査２人，社会教育指導員２人，図書室司書２人　計７人
　建物面積　　3，385．55㎡（公民館：2，048．93㎡，支所：1，336．62㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造３階建

研修室３，和室，調理室，図書室，視聴覚室，健康づくり学習室，幼
児室，事務室，ホール

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成24年度，優良公民館
緩　松元公民館
　所 在 地　　上谷口町3366番地１
　開　　館　　昭和57年４月１日

職 員 数　　館長１人，主査１人，主任２人，社会教育指導員２人，図書室司書２
人　計８人

　建物面積　　2，144．05㎡（１階765㎡，２階611㎡，ホール494㎡，松元公民館工芸 
　　　　　　　センター等274．05㎡）
　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建

会議室，研修室，和室，健康増進室，図書室，ホール，視聴覚室，工
芸室，陶芸室，事務室

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　昭和60年度・平成13年度，優良公民館
缶　郡山公民館
　所 在 地　　郡山町168番地
　開　　館　　昭和53年４月１日

職 員 数　　館長１人，主査２人，社会教育指導員２人，図書室司書２人　計７人
建物面積　　1，423．08㎡（１階634．94㎡，２階458．14㎡，大会議室（ホール）330．00㎡）

　構　　造　　鉄筋コンクリート造２階建
　　　　　　　研修室，小会議室，学習室，図書室，和室，大会議室（ホール），視
　　　　　　　聴覚室，事務室，相談室，授乳室
　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　令和元年度，優良公民館
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翰　谷山北公民館
　所 在 地　　中山町1246番地１
　開　　館　　平成20年10月１日
　職 員 数　　館長１人，主査１人，主任１人，社会教育指導員３人，図書室司書３
　　　　　　　人　計９人

建物面積　　2，516．54㎡（１階889．88㎡，２階820．40㎡，ホール兼体育館783．65㎡，
駐輪場22．61㎡）

　構　　造　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造２階建
会議室４，和室，調理室，図書室，視聴覚室，健康づくり学習室，幼
児室，事務室，ホール兼体育館，ふれあいコーナー，エントランスホー
ル，更衣室，授乳室

　開館時間　　午前８時30分〜午後10時
　休 館 日　　12月29日〜１月３日
　事　　業　　図書貸出及び閲覧，健康づくり学習，その他中央公民館に同じ
　表　　彰　　平成25年度，優良公民館，令和４年度　子供の読書活動優秀実践図書館表彰

公民館利用状況（令和４年度）
館　　名 事業別 件　　数 利用人数 館　　名 事業別 件　　数 利用人数

中 央
主催事業 302 5，477

吉 田
主催事業 157 2，136

利用事業 9，394 58，485 利用事業 2，605 16，285
合　　計 9，696 63，962 合　　計 2，762 18，421

鴨 池
主催事業 288 4，469

桜 島
主催事業 130 1，615

利用事業 34，516 79，681 利用事業 2，514 13，927
合　　計 34，804 84，150 合　　計 2，644 15，542

城 西
主催事業 361 4，982

喜 入
主催事業 211 2，997

利用事業 15，744 69，345 利用事業 8，824 28，305
合　　計 16，105 74，327 合　　計 9，035 31，302

谷 山
主催事業 497 8，101

松 元
主催事業 159 3，816

利用事業 20，731 101，744 利用事業 14，145 34，560
合　　計 21，228 109，845 合　　計 14，304 38，376

吉 野
主催事業 1，430 4，725

郡 山
主催事業 257 4，837

利用事業 14，135 80，028 利用事業 1，517 17，410
合　　計 15，565 84，753 合　　計 1，774 22，247

伊 敷
主催事業 287 3，832

谷 山 北
主催事業 336 5，339

利用事業 5，610 64，064 利用事業 20，396 106，518
合　　計 5，897 67，896 合　　計 20，732 111，857

武・ 田 上
主催事業 353 5，705

合 計
主催事業 4，834 58，642

利用事業 7，370 52，596 利用事業 157，947 725，836
合　　計 7，723 58，301 合　　計 162，781 784，478

東 桜 島
主催事業 66 611
利用事業 446 2，888
合　　計 512 3，499
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肝　女性会館
設置目的　　女性の研修やその他の社会教育活動を促進し，女性の社会生活の向上

を図る。
所 在 地　　山下町６番１号　教育総合センター２階

　開　　館　　昭和62年１月14日
　開館時間　　月曜日〜土曜日　午前９時〜午後９時30分
　　　　　　　　　　　日曜日　午前９時〜午後５時
　休 館 日　　祝日， 12月29日〜１月３日

利用資格　　市内に住居又は勤務先を有する女性で組織する社会教育関係団体等で
市教育委員会の承認を受けたもの

　使 用 料　　無料
艦　青年会館

設置目的　　青年の研修その他社会教育活動を促進し，心身ともに健全な青年の育
成を図る。

　所 在 地　　山下町６番１号　教育総合センター３階，４階
　開　　館　　昭和62年１月14日
　開館時間　　月曜日〜土曜日　午前９時〜午後９時30分
　　　　　　　　　　　日曜日　午前９時〜午後５時
　休 館 日　　祝日，12月29日〜１月３日

利用資格　　市内に住居又は勤務先を有する青年で組織する社会教育関係団体等で
市教育委員会の承認を受けたもの

　使 用 料　　無料
莞　勤労女性センター

設置目的　　勤労女性及び勤労者家庭の女性の日常生活に必要な援助を与え，その
福祉の増進を図る。

　所 在 地　　鴨池二丁目31番15号
　開　　館　　昭和55年４月１日
　開館時間　　平日　午前９時〜午後９時，土曜日　午前９時〜午後５時
　休 館 日　　日曜日，祝日，12月29日〜１月３日
　利用資格　　本市に住所又は勤務先を有する勤労女性及び勤労者家庭の女性
　使 用 料　　無料

主な事業　　前期・後期講座（調剤薬局請求事務，医療事務など59講座），短期講座（料
理，お菓子，zoom，パソコン講座など72講座），グループ活動・講演会・
その他各種行事，相談事業（キャリアカウンセリング，その他）

利用状況　　令和４年度は主催・共催事業11，951人，自主クラブ・団体利用等
22，331人，その他516人，利用者総数34，798人（１日平均　119人）
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観　勤労青少年ホーム
　設置目的　　中小企業に働く青少年の健全な育成と福祉の増進を図る。
　所 在 地　　鴨池二丁目32番30号
　開　　館　　昭和49年６月１日
　開館時間　　月曜日〜金曜日　午前９時〜午後９時，日曜日　午前９時〜午後５時
　休 館 日　　土曜日，祝日，12月29日〜１月３日
　利用資格　　市内に住居又は勤務先を有する15歳以上35歳未満の勤労青少年等
　使 用 料　　無料

主な事業　教養講座（パソコン・家庭料理など51講座），スポーツ講座（バレーボー
ル・ピラティスなど15講座），短期講座等（お菓子作りなど64講座），
友遊ジャンボリー，勤労青少年スポーツ大会（バレーボール，テニス，
バドミントン），ホーム祭，クリスマスパーティー，相談業務，クラブ
活動等

　利用状況　　令和４年度は登録者数490人，利用者数27，178人（１日平均92．4人）
諌　青少年育成センター

設置目的　　青少年の育成に関係ある機関及び団体と密接な連携のもとに，市内に
おける青少年の非行の早期発見に努め，青少年の健全育成を図る。

　設　　置　　昭和39年10月１日　　事務所　　山下町６番１号
　業　　務

街頭声かけ　常時声かけ・夜間声かけ・合同声かけ・特別声かけを実施する。
　　　　青少年相談　青少年の非行防止，健全育成のための相談に応じる。
　　　　電話相談　　青少年や保護者のための悩み相談（専用電話224−2000）
　　　　　　　　　　月〜金曜日　午前９時30分〜午後５時
　　　　資料の収集　声かけに関する資料の収集，整理，活用
　　　　運営協議会　委員15人
　　　　育成委員研修　青少年育成委員200人（小・中・高等学校，関係機関，民間）
貫　少年自然の家

設置目的　　美しい自然の中で，少年に宿泊その他楽しい集団活動をさせながら，
自然の観察や自然探究，創造のよろこび，協力し合う豊かな人間関係な
どを体験的に学習させ，心身ともに健全な少年の育成を図る。

　所 在 地　　吉野町11078番地４
　開　　所　　昭和50年７月１日
　敷地面積　　153，625．80㎡
　建物面積　　5，363．14㎡

職 員 数　　所長１人，主幹２人，主査１人，主任２人，指導主事３人，社会教育
指導員５人，かごしま創志塾アドバイザー１人　計15人
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　宿泊定員　　本館250人，学習棟150人，キャンプ場300人
　主な施設
　　本　　館　　　宿泊室，なかよしルーム，集会室，天体観測室，プレイルーム
　　学 習 棟　　　観察実験室，創作室，郷土室，思索室，交歓室（２室）

キャンプ場　　活動センター（２棟），炊飯場（２か所），キャンプファイヤー場，
テントサイト（60張）

　　寺山学習農園　30，794㎡
　主な活動

野 外 活 動　アスレチック，オリエンテーリング，ウォークラリー，森林グルー
プワークゲーム，自然散策，登山，遠行，ハイキング，グループ
チャレンジゲーム等

　　キャンプ活動　テント設営・撤収，キャンプファイヤー，野外炊飯
　　勤労生産活動　季節に応じた農作物の植付・除草・収穫
　　自然観察活動　植物観察，天体観望，農作物の観察

創 作 活 動　どんぐり工作，プラホビー，てん刻，焼き板，木のキーホルダー，勾玉等
　　交 歓 活 動　キャンプファイヤー，キャンドルセレモニー，ボランティア活動等
　　レクリエーション活動　レクリエーション，イニシアチブゲーム等
　　特色ある事業　・かごしま創志塾・ジュニア創志塾
　　　　　　　　　・魅力再発見！寺山ウォーク
　　　　　　　　　・わくわくアドベンチャー in 桜島　「夏のアウトドアチャレンジ」
　　　　　　　　　・わくわくアドベンチャーin八重山　「冬のアウトドアチャレンジ」
　　　　　　　　　・ワイルドキッズ林間学舎
　　　　　　　　　・親子どろんこ農園等での野菜植付・収穫体験
　利用状況　　令和４年度総利用者数　　29，516人
還　宮川野外活動センター

設置目的　　子どもたちが豊かな自然環境の中で，宿泊学習や野外活動などの体験活
動を通して，自然や仲間とのふれあいを深め，健やかな心身の育成を図る。

　所 在 地　　五ケ別府町159番地
　敷地面積　　9，171．27㎡
　建物面積　　1，077．06㎡
　開　　所　　昭和62年４月１日
　宿泊定員　　宿泊棟108人　ログハウス25人　キャンプ場45人
　利用できる主な施設
　　　　　　宿泊学習室（和室５部屋）　ログハウス
　　　　　　プレイルーム（450㎡　バレーボールほか）
　　　　　　テントサイト
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　　　　　　炊飯場（炊飯用具　150人分）　トイレ・シャワー室　陶芸がま
　計画できる活動例
　　　　　　野外活動　　キャンプ，遠行，史跡巡りなど
　　　　　　自然観察　　動植物の観察，天体観測など
　　　　　　体力つくり　軽スポーツ，レクリエーションなど
　　　　　　創作活動　　竹細工，木工作，陶芸など
　　　　　　勤労体験　　ボランティア活動，生産活動など
鑑　学校ＩＣＴ推進センター

設置目的　　本市教職員の資質向上と社会教育指導者の育成を目的とした調査研究
や研修講座，教育資料の収集・制作・提供等の諸事業を実施し，本市の
学校教育及び社会教育の充実・振興を図る。

　所 在 地　　山下町６番１号（教育総合センター）
　設　　立　　昭和62年１月14日
　開館時間　　平日　午前９時〜午後５時，土曜日　午前９時〜正午
　休 所 日　　日曜日，祝日，12月29日〜１月３日

利用資格　　市立の教育機関に勤務する教育関係職員，視聴覚教材の制作又は利用
の相談を受けようとする者，視聴覚機材及び教材の貸出しを受けようと
する者，その他鹿児島市教育委員会が適当と認める者。

　使 用 料　　無料
　主な事業　　研修講座17講座25回

来所研修への援助，視聴覚教材の貸出・制作（16㎜フィルム保有数599
本，録画テープ978本，ＤＶＤ504本），鹿児島市教育情報ネットワーク
システム（ＫＥＩネット）による教育情報提供

　利用状況　　令和４年度　　教材貸出件数	 120件
　　　　　　　　　　　　　　教材貸出本数	 264本
　　　　　　　　　　　　　　教材利用者数	 12，938人
間　ふるさと考古歴史館
　先人の残した文化遺産の調査，研究及び展示等を通じて，本市の歴史に対する市民
の理解を深めるとともに，個性豊かな市民文化の創造に資するため，鹿児島市立ふる
さと考古歴史館の運営に努める。
展示概要
　鹿児島市の人々の暮らしの歴史と町の発展の歴史を，埋蔵文化財を通じて紹介し，
単に出土品を陳列するだけでなく，市民にわかりやすく親しみが持てるよう各種映像・
音響機器やソフトを駆使し，市民参加体験型の展示を行う。
施設概要
　所 在 地　　下福元町3763番地１（慈眼寺公園内）
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　建　　物　　鉄筋コンクリート造　地上２階建
　延床面積　　3，194．56㎡
　　　　　　　１階　常設展示室　事務室　復元整理作業室　収蔵庫　など
　　　　　　　２階　常設展示室　企画展示室　図書室　会議・視聴覚室
　　　　　　　　　　体験学習室　など
　開　　館　　平成９年４月17日（29年４月に，常設展示室リニューアルオープン）
　休 館 日　　月曜日（祝日のときはその後の最初の平日），12月29日〜１月１日
　開館時間　　午前９時〜午後５時
　観覧料金

　
　収 蔵 品　　不動寺遺跡を中心に旧石器時代から近代までの各遺跡の出土品など。
閑　冒険ランドいおうじま

設置目的　　南の島における実体験を通じて，豊かな心とたくましさを養うことに
より，青少年の健やかな育成を図る。

　所 在 地　　三島村大字硫黄島字徳躰之下202番地９
　敷地面積　　2．1ha
　開　　所　　平成16年７月27日
　主な施設　　①　共通施設

展望広場，野外活動広場，管理棟，ふれあい交流棟，炊事棟，シャ
ワー棟　等

　　　　　　　②　宿泊施設（定員　150人）
ツリーハウス（４棟　定員８人／棟），組立ハウス（４棟　定員５
人／棟），デッキ付テント（８張　定員10人／張），貸出テント，
持込テントサイト

　開所期間　　３月20日から11月30日
※令和５年度は，「ファミリーアドベンチャー in 冒険ランドいおうじま」等の主催

事業は実施しない。
関　かごしま文化工芸村
　設置目的　　緑豊かな自然の中で市民が陶芸，木工芸等の創作に親しみ，これらを
　　　　　　通じてお互いの交流を図る。
　所 在 地　　西別府町2758番地
　敷地面積　　約5．2ha
　建物面積　　956．65㎡

区　　　　　　　　　　　　　分 個　　　　人 団体（20人以上）
一 般 （ 高 校 生 以 上 ） 300円 240円
小 ・ 中 学 生 150円 120円
年 間 観 覧 券 （ 一 般 ） 600円 −
年 間 観 覧 券（ 小・ 中 学 生 ） 300円 −
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　開　　所　　平成16年11月５日
　主な施設　　①体験　　管理・陶芸棟（事務室，陶芸アトリエ，陶芸窯室，乾燥室， 
	 　　　　　　　　釉薬室，作品保管庫など）
　　　　　　　　　　　　木工芸・自由工房棟（木工芸アトリエ，自由工房など）
　　　　　　　②交流　　ふれあい広場
　　　　　　　③散策　　散策路，展望所，西郷野屋敷跡
　　　　　　　④管理　　駐車場
　開所時間　　午前９時30分から午後６時まで
　休 所 日　　毎週火曜日（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　12月29日〜１月３日
　使 用 料

陥　西郷南洲顕彰館
設置目的　　西郷隆盛（南洲翁）を中心とする明治維新の先覚者たちの，国家・社

会に尽くした偉業を後世に伝えるとともに，新しい時代を担う青少年の
人間形成を図る。（西郷南洲翁を慕う全国の方々からの寄付により建設
された施設で，西郷南洲百年記念顕彰会から，昭和53年６月に鹿児島
市に寄贈され，開館した。施設の利便性向上のため平成22年４月にリ
ニューアルオープンした。）

　所 在 地　　上竜尾町２−１
　施設概要　　①　構造規模　　　鉄筋コンクリート造２階建（一部地階）
　　　　　　　②　延べ床面積　　583．94㎡
　　　　　　　③　展示学習室　　230㎡（研修等での一般利用も可能）
　展示概要　　①　西郷隆盛の生涯（ジオラマ10景）
　　　　　　　②　島津28代当主斉彬公の功績
　　　　　　　③　映像ライブラリー「西郷隆盛の一生」，「西郷と大久保」他
　　　　　　　④　西郷隆盛の衣服，遺品，肖像画
　　　　　　　⑤　西郷隆盛の墨跡
　　　　　　　⑥　西南戦争関係資料，銃弾，旗，写真等
　　　　　　　⑦　西郷南洲翁遺訓などの関係図書
　開　　館　　昭和53年７月１日
　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　12月29日〜１月１日
　開館時間　　午前９時〜午後５時

普通券
一 般 １日につき　200円
児童・生徒 １日につき　100円

回数券
一 般 11枚つづり１冊につき 2，000円
児童・生徒 11枚つづり１冊につき 1，000円
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　入 館 料

韓　旧鹿児島紡績所技師館（異人館）
　旧鹿児島紡績所技師館は，薩摩藩が建設した鹿児島紡績所（日本最初の洋式紡績工
場）に招かれたイギリス人技師７名の宿舎として慶応３（1867）年に建設された木造
２階建ての洋館で，「異人館」と呼ばれている。
　わが国における初期洋風建築の代表的な建物で現存する数少ないものの一つとし
て，建物は国指定重要文化財，また，敷地は国指定史跡となっている貴重な文化財で
ある。
　耐震補強工事を経て，平成23年10月に，イギリス人技師が暮らしていた当時の室
内を家具の配置等により再現し，解説パネルを設置するなどしてリニューアルオープ
ンした。
　平成27年７月にユネスコの世界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産
　製鉄・製鋼，造船，石炭産業」における構成資産旧集成館の一部となっている。
　令和３年６月に，これまでの発掘調査などの成果を踏まえた遺構の地表面への表示
や解説板の設置に加え，ライトアップ機器の更新や新しい管理棟の建築などの周辺整
備が完成した。
　所 在 地　吉野町9685番15
　開館時間　午前８時30分〜午後５時30分
　休 館 日　年中無休
　入 館 料

館　旧島津氏玉里邸庭園
概　要　島津家第27代当主島津斉興が，天保６（1835）年に築庭した南九州を代

表する大名庭園。当初は現在の鹿児島女子高等学校グラウンドに別邸「玉里
邸」もあったが，戦禍で焼失し，茶室と黒門，長屋門を残すのみとなった。
　旧島津氏玉里邸庭園は，書院座敷から眺める「上御庭」と回遊式の「下御
庭」の２つの庭園から成り，平成19年７月に国の名勝に指定された。

　所 在 地　鹿児島市玉里町27番20号
　開園時間　午前９時〜午後５時

区 分 個人 団体（20人以上）

一 般 200円 160円

小 ・ 中 学 生 100円 80円

公園名 名称 入館料 摘要

南洲公園 西郷南洲顕彰館 一　　　般　200円
小・中学生　100円 団体20人以上２割引

　　※　未就学児は無料。
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　休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始（12月29日〜１月１日）
　入 園 料　無料
　茶室使用料　半日使用（午前９時〜午後１時，午後１時〜午後５時）2，400円
　　　　　　　一日使用（午前９時〜午後５時）4，800円
　駐 車 場　有り（大型バス１台，普通乗用車５台程度駐車可能）

10　世界文化遺産関係
　平成27年７月にユネスコの世界文化遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産
　製鉄・製鋼，造船，石炭産業」における市内の構成資産のうち，本市が管理するも
のは次のとおりである。
敢　旧鹿児島紡績所技師館（異人館）
　前出のとおり
柑　寺山炭窯跡
　江戸時代末，日本の近代文明を開く先駆けとなった島津家第28代当主島津斉彬は，
磯地区で集成館事業を起こし，蒸気船や大砲などを製造した。
　この際，石炭が産出されなかった薩摩藩では，鉄を溶かす反射炉の燃料として火力
の強い白炭を製造するため，安政５（1858）年，集成館に近く白炭に適した木材が多
い寺山に炭窯を設置した。
　炭窯は３基築かれたが，所在が確認された１基が，平成26年，国の記念物（史跡）
に指定されている。なお，令和元年７月以降，災害復旧事業に取り組んでいる。
　所 在 地　吉野町10710番地68
桓　関吉の疎水溝

　関吉の疎水溝は，仙巌園への給水等を目的に，享保７（1722）年，島津家第21代
当主島津吉貴によって築かれた。嘉永５（1852）年，島津斉彬は集成館事業に利用す
るため，その疎水から新たな水路を築き，集成館の水車に水を供給した。
　疎水溝の一部は現在も灌漑用水として利用されており，今も残る当時の取水口跡が，
平成26年，国の記念物（史跡）に指定されている。
　所 在 地　下田町1263番地先

11　文化財（指定文化財等一覧表） （令和５．５．１現在）
敢　国指定の文化財� ※は追加指定年月日
区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日

国 宝 工 芸 品 太刀　銘　国宗 県歴史・美術センター黎明館 昭和39．5．26
特別天然記念物 天然記念物（植物） 喜入のリュウキュウコウガイ産地 喜 入 生 見 町 昭和27．3．29
重 要 文 化 財 建 造 物 旧鹿児島紡績所技師館 吉 野 町 昭和37．6．21

〃 〃 旧集成館機械工場 〃 昭和37．6．21
〃 〃 鹿児島旧港施設　新波止　一丁台場　遮断防波堤 本 港 新 町 平成19.12．4
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柑　国の登録文化財

桓　県指定の文化財

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
〃 工 芸 品 太刀　銘　備前国住雲次 尚 古 集 成 館 昭和 2．7．21
〃 〃 赤糸威鎧　兜・大袖・杏葉付 〃 昭和39．5．26
〃 歴 史 資 料 文禄三年島津氏分国太閤検地尺　石田三成署判 〃 昭和55．6．6
〃 〃 木村嘉平関係資料 〃 平成10．6．30
〃 〃 銀板写真（島津斉彬像） 〃 平成11．6．7
〃 〃 形削盤 〃 平成12．6．27
〃 〃 犬追物関係資料（島津家伝来） 〃 平成29．9．15
〃 〃 大久保利通関係資料 県歴史・美術センター黎明館 平成16．6．8
〃 考 古 資 料 鹿児島県広田遺跡出土品 〃 平成18．6．9

記 念 物 史 跡 鹿児島城跡 城 山 町 ， 照 国 町 昭和 6．6．3
※令和 5．3．20

〃 〃 桂菴墓 伊 敷 二 丁 目 昭和11．9．30
〃 〃 鹿児島紡績所跡 〃 昭和34．2．25

※平成27．3．10
〃 〃 旧集成館　附　寺山炭窯跡　関吉の疎水溝 吉 野 町， 下 田 町， 川 上 町 昭和34．2．25

※平成26．3．18
〃 〃 大口筋　白銀坂　龍門司坂 宮 之 浦 町 他 平成18．7．28
〃 〃 鹿児島島津家墓所 池 之 上 町 令和 2．3．10

記 念 物 名 勝 仙巖園　附　花倉御仮屋庭園 吉 野 町 昭和33．5．15
※平成25．10．17

〃 〃 旧島津氏玉里邸庭園 玉 里 町 平成19．7．26
〃 天然記念物（植物） キイレツチトリモチ産地 吉 野 町 大正10．3．3
〃 〃 城山 城 山 町 昭和 6．6．3
〃 天然記念物（動物） 薩摩鶏 市 内 一 円 昭和18．8．24
〃 〃 地頭鶏 〃 昭和18．8．24

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 登録年月日
登録有形文化財 建 造 物 鹿児島県立博物館考古資料館 城 山 町 平成10．12．11

〃 〃 鹿児島市庁舎本館 山 下 町 平成10．12．11
〃 〃 南日本銀行本店 〃 平成10．12．11
〃 〃 旧島津家芹ヶ野金山鉱業事業所 吉 野 町 平成11．8．23
〃 〃 旧島津家吉野殖林所 〃 平成11．8．23
〃 〃 仙巌園内濾過池 〃 平成13．8．28
〃 〃 鹿児島県立鹿児島工業高等学校大煙突 草 牟 田 二 丁 目 平成16．6．9
〃 〃 鹿児島市中央公民館 山 下 町 平成17．11．10
〃 〃 鹿児島大学総合研究博物館常設展示室　一棟 郡 元 一 丁 目 平成18．10．18
〃 〃 南洲神社電燈　一対 上 竜 尾 町 平成18．10．18
〃 〃 潮音館（旧重富島津家住宅米蔵） 清 水 町 平成19．5．15
〃 〃 鹿児島県立甲南高等学校本館 上 之 園 町 平成19．7．31
〃 〃 鹿児島県立鹿児島中央高等学校本館及び講堂 加 治 屋 町 平成19．7．31
〃 〃 鹿児島旧港北防波堤灯台 本 港 新 町 平成20．3．7
〃 〃 県政記念館（旧鹿児島県庁舎本館） 山 下 町 平成20．4．18
〃 〃 旧鹿児島県庁舎正面門 〃 平成20．4．18
〃 〃 旧鹿児島県立尋常中学校門 〃 平成20．4．18
〃 〃 鹿児島県立博物館（旧鹿児島県立図書館） 城 山 町 平成20．4．18
〃 〃 鹿児島県民教育文化研究所 春 日 町 平成26．4．25
〃 〃 旧重富島津家別邸主屋 清 水 町 平成26．4．25
〃 〃 旧重富島津家別邸石塀 〃 平成26．4．25

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
有 形 文 化 財 建 造 物 西田橋 浜 町 昭和28．9．7
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区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
〃 〃 花尾神社本殿（附宮殿三基）・祝詞殿・幣殿・拝殿 花 尾 町 平成14．4．23
〃 〃 八幡神社本殿　附　宮殿　宮殿敷板１枚　棟札14枚 本 名 町 平成17．4．19
〃 〃 旧鹿児島刑務所正門 永 吉 一 丁 目 平成27．4．17
〃 絵 画 釈迦八相之図 県歴史・美術センター黎明館 昭和30．1．14
〃 〃 富嶽雲烟之図　一幅 市 立 美 術 館 昭和42．3．31
〃 〃 武将像（伝島津忠久画像）　一幅 尚 古 集 成 館 昭和54．3．14
〃 彫 刻 不動明王像 南 林 寺 町 昭和30．1．14
〃 〃 伝島津忠昌像 尚 古 集 成 館 平成 7．4．12
〃 〃 大権現忠国（島津忠国）像 〃 平成 7．4．12
〃 工 芸 品 玩具コレクション 県歴史・美術センター黎明館 昭和29．5．24
〃 〃 紡績機 尚 古 集 成 館 昭和31．9．27
〃 〃 刀　銘　薩州住藤原正房　一口 県歴史・美術センター黎明館 昭和31．9．27
〃 〃 刀　銘　主馬首一平安代　一口 〃 昭和31．9．27
〃 〃 刀　銘　奥大和守平朝臣元平 〃 昭和53．3．8
〃 〃 刀　銘（一葉葵紋）主馬首一平藤原安代 〃 昭和58．4．13
〃 〃 刀　銘（一葉葵紋）主水正藤原正清 〃 昭和58．4．13
〃 〃 茶器　平野肩衝　一口　附　目録並附属品 尚 古 集 成 館 昭和55．3．31

有 形 文 化 財 工 芸 品 薩摩硝子　島津家伝来 尚 古 集 成 館 平成17．4．19
〃 〃 葵牡丹紋七宝繋蒔絵雛道具 〃 平成20．4．22
〃 〃 白釉茶碗火計手 市 立 美 術 館 平成23．4．19
〃 〃 黒蛇蝎釉茶碗 県歴史・美術センター黎明館 平成23．4．19
〃 〃 白蛇蝎釉茶碗 〃 平成23．4．19
〃 歴 史 資 料 島津貴久所用時雨の旗一旒ほか十六旒 尚 古 集 成 館 昭和62．3．16
〃 〃 英艦入港戦争図（薩英戦争絵巻） 〃 平成 9．4．21
〃 古 文 書 規式・料理関係文書 〃 平成18．4．21
〃 書 跡 東郷家古文書 東 千 石 町 昭和34．10．23
〃 〃 敬天愛人　一幅 西 郷 南 洲 顕 彰 館 昭和42．3．31
〃 〃 為政清明　一幅 市 立 美 術 館 昭和42．3．31
〃 〃 桑幡文書 県歴史・美術センター黎明館 昭和29．3．15
〃 考 古 資 料 大永の名号板碑 郡 元 二 丁 目 昭和34．6．10
〃 〃 山ノ口遺跡出土品 県歴史・美術センター黎明館 平成27．4．17
〃 〃 出水貝塚出土品 鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 令和 3．4．23

無 形 文 化 財 芸 能 薩摩琵琶 草 牟 田 二 丁 目 昭和37．10．24
〃 〃 天吹 上 之 園 町 平成 2．3．23

有形民俗文化財 民 俗 資 料 鹿児島市山田町の田の神 山 田 町 昭和41．3．11
〃 〃 鹿児島市川上町の田の神 川 上 町 昭和41．3．11
〃 〃 松元町入佐の田の神 入 佐 町 昭和43．3．29

無形民俗文化財 民 俗 芸 能 鹿児島市中山町の虚無僧踊 中 山 町 昭和38．6．17
〃 〃 本城花尾神社春祭り 本 城 町 平成30．4．20

記 念 物 史 跡 弥生式住居跡 郡 元 二 丁 目 昭和28．9．7
〃 〃 平田靱負屋敷跡 平 之 町 昭和29．5．24
〃 〃 南洲墓地 上 竜 尾 町 昭和30．1．14
〃 〃 私学校跡石塀 城 山 町 昭和43．3．29
〃 〃 川田堂園の供養塔群 川 田 町 昭和38．6．17
〃 〃 刀匠玉置家歴代の墓 喜 入 町 昭和60．4．19
〃 〃 祇園之洲台場跡 清 水 町 令和 4．4．26
〃 名 勝 桜島 鹿 児 島 市 昭和29．3．15
〃 天然記念物（地質鉱物） 噴火により埋没した鳥居・門柱 黒 神 町 昭和33．4．23
〃 〃 鹿児島市西佐多町の吉田貝化石層 西 佐 多 町 平成20．4．22
〃 〃 薩摩隕石 県 立 博 物 館 平成27．4．17
〃 〃 スレッドレーススコリア 〃 平成28．4．19
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棺　市指定の文化財
　①　条例の制定
　　　昭和47年４月　鹿児島市文化財保護条例及び規則の制定
　　　昭和52年３月　鹿児島市文化財保護条例及び規則の一部改正
　　　平成17年３月　鹿児島市文化財保護条例の一部改正
　②　市指定文化財の指定

市内に所在する文化財のうち重要なものについては，昭和48年度から指定を
行っている。現在，92件が指定文化財となっている。

　③　文化財審議会の設置
市指定文化財の指定等についての答申を行い，また，文化財の保護及び活用に
関する重要事項について建議する。委員数15人以内。

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
有 形 文 化 財 建 造 物 旧島津氏玉里邸長屋門 玉 里 町 平成28．3．23

〃 絵 画 黒田清輝作「アトリエ」 市 立 美 術 館 昭和49．3．15
〃 〃 黒田清輝作「桜島噴火連作６点」 〃 昭和49．3．15
〃 〃 八田知紀筆「竹」 〃 昭和49．3．15
〃 〃 藤島武二作「裸體習作」 〃 昭和52．5．20
〃 〃 藤島武二作「中国風景」 〃 昭和52．5．20
〃 〃 和田英作作「赤いマッチ」 〃 昭和52．5．20
〃 〃 有島生馬作「スザンナ」 〃 昭和55．5．28
〃 〃 有島生馬作「巴里娘」 〃 昭和55．5．28
〃 〃 桃田柳栄筆「官女図巻」一巻 〃 平成 3．2．27
〃 彫 刻 安藤照作　西郷隆盛銅像 城 山 町 令和 4．4．21
〃 〃 新納忠之介　西王母像 市 立 美 術 館 令和 5．4．17
〃 〃 新納忠之介　西王母 〃 令和 5．4．17
〃 工 芸 品 小田派諸工匠の鍔　24枚 県歴史・美術センター黎明館 昭和49．3．15
〃 〃 刀　銘　波平行周文化八年二月　日 〃 昭和52．5．20
〃 〃 刀　銘　薩州住藤原正盛 〃 昭和52．5．20
〃 〃 刀　銘　主馬首藤原朝臣安代子一平安在作 〃 昭和52．5．20
〃 〃 刀　銘　波平安氏 城 山 二 丁 目 昭和52．5．20
〃 〃 刀　銘　大和守波平安行 県歴史・美術センター黎明館 昭和52．5．20
〃 〃 刀　銘　奥大和守平朝臣元平 松 原 町 昭和52．5．20
〃 〃 短刀　銘　波平友安作「八月吉日」 県歴史・美術センター黎明館 昭和55．5．28
〃 〃 刀　銘　波平近安 〃 昭和58．4．12
〃 歴 史 資 料 天保年間鹿児島城下絵図 市 立 美 術 館 平成元．3．31
〃 〃 市来家文書 県歴史・美術センター黎明館 平成17．3．31
〃 考 古 資 料 掃除山遺跡出土品　一括 ふ る さ と 考 古 歴 史 館 平成11．2．15
〃 〃 草野貝塚出土品　一括 〃 平成11．2．15
〃 〃 不動寺遺跡出土品（破鏡及び仿製鏡） 〃 平成29．2．17

有形民俗文化財 民 俗 資 料 肥田の田の神 伊 敷 七 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 西田の田の神 薬 師 二 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 武一丁目の田の神 武 一 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 梶原迫の田の神 宇 宿 八 丁 目 昭和57．3．24

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
〃 〃 大隅石（オオスミライト）標本 〃 令和 3．4．23
〃 天然記念物（植物） 特殊羊歯類及び蘚類の自生地 東 桜 島 町 昭和35．6．20
〃 〃 世界で初めて精子が発見されたソテツ 城 山 町 平成20．4．22
〃 天然記念物（動物） ウシウマの骨格 県 立 博 物 館 昭和38．6．17
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区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
〃 〃 川口の田の神 五 ヶ 別 府 町 昭和57．3．24
〃 〃 蕨野の田の神 星 ヶ 峯 三 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 札下の田の神 山 田 町 昭和57．3．24
〃 〃 滝ノ下の田の神 中 山 町 昭和57．3．24
〃 〃 入来の田の神 東 谷 山 七 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 木ノ下の田の神 谷 山 中 央 四 丁 目 昭和57．3．24
〃 〃 新村の田の神 伊 敷 六 丁 目 平成元．3．31
〃 〃 東下の田の神 東 佐 多 町 平成17．3．31
〃 〃 鵜木の田の神と石碑 西 佐 多 町 平成17．3．31
〃 〃 帖地の田の神 喜 入 生 見 町 平成17．3．31
〃 〃 森園の田の神 春 山 町 平成17．3．31
〃 〃 上園の田の神 郡 山 町 平成17．3．31
〃 〃 茄子田の田の神 花 尾 町 平成17．3．31
〃 〃 弘治期の十三仏設斎碑 東 佐 多 町 平成17．3．31
〃 〃 大永期の勧請石碑 〃 平成17．3．31
〃 〃 六字名号供養百万遍石塔 〃 平成17．3．31
〃 〃 本名八幡の庚申石幢 本 名 町 平成17．3．31

有形民俗文化財 民 俗 資 料 宮之浦の三重石塔 宮 之 浦 町 平成17．3．31
〃 〃 方崎（穂崎）の庚申塔 桜 島 横 山 町 平成17．3．31
〃 〃 藤野の庚申塔 桜 島 藤 野 町 平成17．3．31
〃 〃 黒地蔵 喜 入 中 名 町 平成17．3．31
〃 〃 有屋田の庚申供養三層塔 有 屋 田 町 平成17．3．31
〃 〃 庚申仁王石像 本 城 町 平成17．8．1

無形民俗文化財 民 俗 芸 能 山田の鉦踊り 山 田 町 昭和52．8．19
〃 〃 桜島・島廻り節 東 桜 島 町 昭和52．8．19
〃 〃 西田橋・地つき唄 草 牟 田 一 丁 目 昭和52．8．19
〃 〃 玉利の鎌手踊り 下 福 元 町 平成元．3．31
〃 〃 小池島廻り踊り 桜 島 小 池 町 平成17．3．31
〃 〃 岩戸の疱瘡踊り 花 尾 町 平成17．3．31
〃 〃 花尾の太鼓踊り 〃 平成17．3．31
〃 〃 大平の獅子舞 〃 平成17．3．31
〃 〃 西俣の八丁杵踊り 西 俣 町 平成17．3．31
〃 〃 西上の太鼓踊り 東 俣 町 平成17．3．31
〃 風 俗 慣 習 鹿児島祇園祭（おぎおんさあ）巡行行事 東 千 石 町 平成24．7．11

記 念 物 史 跡 西郷隆盛洞窟 城 山 町 平成17．3．31
〃 〃 西郷隆盛終焉の地 〃 昭和49．3．15
〃 〃 天保山砲台跡 天 保 山 町 昭和49．3．15
〃 〃 坐（座）禅石 城 山 一 丁 目 昭和52．5．20
〃 〃 本立寺跡 清 水 町 平成元．3．31
〃 〃 南泉院歴代住職の墓 小 野 町 平成元．3．31
〃 〃 心岳寺跡 吉 野 町 平成12．10．12
〃 〃 仏智山津友寺跡 西 佐 多 町 平成17．3．31
〃 〃 桐野利秋田廬跡と田廬碑 本 城 町 平成17．3．31
〃 〃 寺前の五輪塔と宝塔 本 名 町 平成17．3．31
〃 〃 島津義弘蟄居跡 桜 島 藤 野 町 平成17．3．31
〃 〃 沖小島砲台跡 桜 島 横 山 町 平成17．3．31
〃 〃 武貝塚 桜 島 武 町 平成17．3．31
〃 〃 仙寿院跡 入 佐 町 平成17．3．31
〃 〃 上坊石塔群 上 谷 口 町 平成17．3．31
〃 〃 町田家の墓 石 谷 町 平成17．3．31
〃 〃 石谷の石坂 〃 平成17．3．31
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款　郷土芸能保存団体
芸　　　　能　　　　名 団　　　　体　　　　名 備　　　考

１ 桜島・島廻り節 東桜島島廻り節保存会 市指定

２ 棒踊り（帯迫） 帯迫棒踊り保存会

３ 虚無僧踊り（一丁田） 一丁田虚無僧踊り保存会

４ 棒踊り（西菖蒲谷） 西菖蒲谷棒踊り保存会

５ 棒踊り（春山） 春山郷土芸能保存会

６ 虚無僧踊り（中山） 中山町下虚無僧踊り保存会 県指定

７ 太鼓踊り（小山田） 小山田町太鼓踊り保存会

８ チンチクチン踊り 二軒茶屋太鼓踊り保存会

９ 虚無僧踊り（広木） 広木虚無僧踊り保存会

10 棒踊り（花野） 花野南方神社棒踊り保存会

11 西田橋・地つき唄 正調おはら節保存会 市指定

12 棒踊り（皆房） 皆房棒踊り保存会

13 山田の鉦踊り 山田鉦踊り保存会 市指定

14 玉利の鎌手踊り 玉利鎌手踊り保存会 市指定

15 棒踊り（下花棚） 下花棚棒踊り保存会

16 米洗い節 原良永吉伝統芸能保存会

17 田植え踊り（西別府） 西別府町下田植え踊り保存会

18 棒踊り（田上） 田上上区棒踊り保存会

19 棒踊り（上花棚） 上花棚棒踊り保存会

20 太鼓踊り（西別府） 西別府町上町内会

21 銭太鼓踊り（野頭） 野頭銭太鼓保存会

22 石当節（錫山） 錫山石当節保存会

23 ソバ切り踊り 谷山芸能保存会

24 棒踊り（犬迫荒磯） 犬迫町伝統芸能保存会

25 棒踊り（大久保） 大久保棒踊り保存会

26 催馬楽舞 せばる隼人舞保存会

27 棒踊り（茂頭） 茂頭棒踊り保存会

28 棒踊り（中間） 中間棒踊り保存会

29 川上棒踊り 川上棒踊り保存会

30 小山田獅子踊り 小山田獅子踊り保存会

31 古屋敷棒踊り 古屋敷棒踊り保存会

32 五位野棒踊り 五位野棒踊り保存会

33 中ノ町鉦踊り 中ノ町鉦踊り保存会

34 本城花尾神社棒踊り 本城棒踊り保存会 県指定

区　　　　分 種　別 名　　　　　　称 所　　在　　地 指定年月日
〃 〃 花尾神社の石塔群 花 尾 町 平成17．3．31
〃 〃 常盤五輪塔群 郡 山 町 平成17．3．31
〃 〃 川田氏累代墓石塔群 川 田 町 平成17．3．31
〃 〃 都迫の念仏かくれ窟 本 名 町 平成17．8．1
〃 〃 喜入牧の苙跡 喜 入 一 倉 町 平成27．9．2
〃 〃 清泉寺跡 下 福 元 町 令和 4．4．21
〃 名 勝 慈眼寺跡 〃 昭和49．3．15
〃 天然記念物（植物） 藤崎家の大楊梅 桜 島 藤 野 町 平成17．3．31
〃 〃 キイレツチトリモチ自生地 喜 入 町 平成17．3．31
〃 〃 郡山花尾神社の社叢林 花 尾 町 平成31．2．7
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芸　　　　能　　　　名 団　　　　体　　　　名 備　　　考

35 さつま編笠踊り さつま編笠踊り保存会

36 城内天狗踊り 城内天狗踊り保存会

37 西下田之神棒踊り 西下田之神棒踊り保存会

38 吉水棒踊り 吉水棒踊り保存会

39 棒踊り（松浦） 松浦棒踊り保存会

40 小池島廻り踊り 小池島廻り踊り保存会 市指定

41 瀬々串棒踊り 瀬々串棒踊り保存会

42 中名上棒踊り 中名上棒踊り保存会

43 中名中棒踊り 中名中集落棒踊り保存会

44 中名下棒踊り 中名下棒踊り保存会

45 宮地棒踊り 宮地棒踊り保存会

46 仮屋崎早乙女踊り 仮屋崎早乙女踊り保存会

47 一倉鎌踊り 一倉鎌踊り保存会

48 前之浜チョイのチョイ踊り 前之浜チョイのチョイ踊り保存会

49 生見おた踊り 生見おた踊り保存会

50 入佐棒踊り 入佐棒踊り保存会

51 西上の太鼓踊り 西上太鼓踊り保存会 市指定

52 大平の獅子舞 大平獅子舞踊り保存会 市指定

53 岩戸の疱瘡踊り 岩戸疱瘡踊り保存会 市指定

54 花尾の太鼓踊り 花尾太鼓踊り保存会 市指定

55 西俣の八丁杵踊り 西俣八丁杵踊り保存会 市指定

56 鹿児島祇園祭（おぎおんさあ）巡行行事 鹿児島おぎおんさぁ振興会 市指定

57 皆与志町上棒踊り 皆与志町上棒踊り保存会
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